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【
要
約
】
　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
「
無
定
見
な
日
和
見
主
義
老
」
と
す
る
主
張
は
、
一
九
三
〇
年
代
と
四
〇
年
代
の
オ
ッ
ト
ー
㍊
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
…
派
の
著
作
に
、

　
そ
の
源
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
、
大
幅
な
修
正
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ご
く
最
近
で
は
、
か
れ
を
シ

　
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
な
ら
ぶ
ナ
チ
党
左
派
の
い
ま
一
つ
の
急
進
的
潮
流
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
主
張
さ
え
あ
ら
わ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
本

　
稿
は
、
一
九
二
五
～
二
七
年
に
か
け
て
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
動
向
に
つ
き
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
研
究
の
歩
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
諸
見
解
の
対
立
に
批
判

　
と
検
討
を
加
え
、
こ
の
隠
期
に
お
け
る
か
れ
の
思
想
、
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
ー
お
よ
び
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て

　
い
る
。
こ
れ
ま
で
「
闘
争
期
」
の
ナ
チ
運
動
に
お
い
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
演
じ
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
宣
伝
家
と
し
て
の
側
面
が

　
重
視
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
ナ
チ
運
動
に
お
い
て
演
じ
た
社
会
的
機
能
が
も
っ
と
重
視
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
再
解
釈
の
た
め
の
一
つ
の
予
備
作
業
な
の
で
あ
る
。
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ゲッベルス像の修正（中村）

ま
　
え
　
お
　
き

一
九
四
〇
年
代
と
五
〇
年
代
に
公
刊
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

カ
ン
ブ
ツ
ア
イ
ト

「
闘
争
期
」

（一

繹
鼡
縺
`
三
三
年
）
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
活
動
に
ふ
れ
た
著
作

に
お
い
て
は
、
か
れ
を
「
無
定
見
な
日
和
見
主
義
者
」
　
「
権
力
欲
と
虚
栄
心
に
み
ち
た
変
節
老
」
と
み
な
す
見
解
が
く
り
か
え
し
語
ら
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
の
成
立
過
程
を
さ
ぐ
っ
て
ゆ
く
と
、
そ
の
源
は
、
一
九
三
〇
年
代
と
四
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
オ
ッ
ト
ー
－

シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
の
刊
行
物
、
そ
れ
も
一
九
二
五
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
と
い
う
ナ
チ
党
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
お
よ
び
二
六
年
二
月
の
バ
ン
ベ
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ル
ク
会
議
の
席
上
に
お
け
る
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
振
舞
い
に
ふ
れ
た
、
こ
の
派
の
記
述
の
中
に
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
い
ま
オ
ッ
ト
ー
馴
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
i
派
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
e
　
ナ
チ
党
内
に
お
い
て
社
会
主
義
的
潮
流
を
代
表
す
る
中
心
的
人
物
は
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
オ
ッ
ト
ー
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ

サ
ー
の
両
兄
弟
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
党
内
に
社
会
主
義
路
線
を
確
立
す
る
た
め
に
、
一
九
こ
五
年
｝
｝
月
二
二
日
、
北
部
・
西
部
ド
イ
ツ
の

　
　
　
ガ
ウ
ラ
イ
タ
じ

ナ
チ
党
大
管
区
指
導
者
の
会
議
を
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
に
開
催
し
、
そ
分
席
上
、
ナ
チ
党
北
部
・
西
部
ド
イ
ツ
大
管
区
労
働
共
同
団
》
自
画
畠
σ
q
Φ
ヨ
巴
早

ω
。
冨
津
α
興
口
。
a
占
巳
≦
＄
什
α
①
暮
ω
。
げ
窪
Q
鍵
①
α
興
賭
Q
Q
σ
諺
℃
と
い
う
組
織
を
結
成
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
先
頭
と
す
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
本
部

の
反
動
的
路
線
と
対
決
し
よ
う
と
し
た
。

　
⇔
　
こ
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
で
出
席
干
た
ち
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
代
理
人
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
き
た
フ
ェ
ー
ダ
ー
の
反
対
を
押
切
っ
て
、
そ
の

当
時
、
政
争
の
的
と
な
っ
て
い
た
王
侯
財
産
没
収
の
賛
成
決
議
を
行
な
い
、
ま
た
社
会
主
義
的
な
内
容
を
も
つ
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
網
領
を
採
択

し
て
、
従
来
の
党
綱
領
に
と
っ
て
代
え
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
れ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
党
指
導
に
た
い
す
る
公
然
た
る
闘
争
宣
言
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。

　
⇔
　
こ
の
会
議
の
席
上
で
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
κ
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
秘
書
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
フ
ェ
ー
ダ
ー
を
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
ス
パ
イ
」
と
き
め

つ
け
て
、
か
れ
の
会
議
参
加
を
拒
否
す
る
よ
う
要
求
し
、
ま
た
王
侯
財
産
没
収
の
件
に
関
し
、
フ
ェ
ー
ダ
ー
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
名
に
お
い
て
抗
議

す
る
と
、
　
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
ヒ
ト
ラ
ー
」
の
党
外
追
放
を
叫
ん
で
、
反
ヒ
ト
ラ
ー
活
動
の
先
頭
に
た
っ
た
。

　
⑳
　
こ
の
「
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
の
謀
反
」
に
対
抗
す
る
た
め
、
ヒ
ト
ラ
；
は
巧
み
な
術
策
を
弄
し
て
、
平
日
に
あ
た
る
一
九
二
六
年
二
月
一
四
日

差
、
南
部
ド
イ
ツ
の
バ
ン
ベ
ル
ク
に
会
議
を
召
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
配
下
の
南
部
ド
イ
ツ
の
党
員
が
多

数
を
占
め
、
労
働
共
同
団
側
を
代
表
し
て
出
席
で
き
た
の
は
、
グ
レ
…
ゴ
ル
睦
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
両
名
だ
け
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
会
議
開
催
前
に
、
南
部
ド
イ
ツ
の
党
指
導
老
た
ち
の
自
家
用
車
を
目
撃
し
て
、
そ
の
豪
奢
な
生
活
に
心
を
奪
わ
れ
、

ヒ
ト
ラ
ー
側
に
寝
返
え
る
こ
と
を
素
早
く
決
意
し
た
。
そ
こ
で
会
議
の
席
上
に
お
い
て
、
か
れ
は
、
全
力
を
つ
く
し
て
自
ら
の
綱
領
を
擁
護
し
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ゲッベルス像の修正（中村）

た
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
を
、
一
身
の
栄
達
へ
の
抜
け
目
な
い
計
．
算
か
ら
突
然
、
裏
切
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
主
張
に
賛
成
す
る
発
言
を
行
な
っ
た
。
こ

の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
裏
切
り
に
よ
り
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
孤
立
し
、
そ
の
結
果
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
か
れ
の
綱
領
を
破
棄
さ
せ
、
ま
た
労
働
共
同

団
を
解
散
さ
せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
、
北
部
・
西
部
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
党
組
織
の
反
乱
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
㊨
　
し
か
し
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
後
も
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
は
、
闘
争
を
断
念
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
闘
争
図
版
島
国
9
霞
－

℃』

ヰ
k
冨
σ
q
の
活
動
を
通
じ
て
、
あ
く
ま
で
も
革
命
的
な
投
会
主
義
路
線
を
党
内
に
貫
く
べ
く
奮
闘
し
た
。
他
方
で
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
こ
の
会

議
を
機
会
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
厚
い
信
任
を
う
け
る
よ
う
に
な
り
、
バ
ソ
ベ
ル
ク
会
議
の
報
酬
と
し
て
、
ま
た
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
ー
兄
弟
の
活
動
を

妨
害
す
る
課
題
を
託
さ
れ
て
、
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
に
抜
擢
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
会
議
を
き
っ
か
け
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ

サ
ー
兄
弟
と
の
関
係
は
、
た
だ
ち
に
険
悪
な
も
の
と
な
り
、
両
着
は
不
倶
戴
天
の
間
柄
と
な
っ
た
。

　
こ
の
一
九
三
〇
年
代
と
四
〇
年
代
に
、
オ
ッ
ト
i
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
、
無
定
見
な
日
和
見
主
義
者
と
い
う

ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
像
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
に
は
全
面
的
に
修
正
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
本
稿
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
ゲ
ッ
ベ
ル
ス

像
の
修
正
の
過
程
を
逐
一
ふ
り
か
え
り
、
つ
い
で
そ
の
修
正
の
歩
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
諸
見
解
の
対
立
点
に
批
判
と
検
討
を
加
え
、
ハ

ノ
ー
ヴ
ァ
と
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
後
の
時
期
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
動
向
に
つ
き
、
真
相
に
到
達
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
O
I
刈
ω
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
轟
銚
心
高
　
N
鳶
壽
高

①
　
オ
ッ
ト
」
謄
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
と
は
、
一
九
三
〇
年
に
ヒ
ト
ラ
ー
と
対
立
し

　
て
、
オ
ッ
ト
ー
h
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
と
も
に
ナ
チ
党
を
脱
党
し
、
革
命
的
国
民

　
社
会
喪
義
者
闘
争
共
同
団
　
潟
ρ
負
色
α
q
。
導
目
窪
。
｝
街
津
　
創
。
同
器
く
。
冨
¢
o
轟
呂
昌

　
霧
鐘
δ
昌
巴
ω
o
二
巴
凶
霧
窪
と
い
う
組
織
を
結
成
し
て
活
動
し
た
グ
ル
ー
プ
を
さ
す
。

　
以
下
の
要
約
は
、
こ
の
派
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
刊
行
物
に
よ
っ
て
い
る
。
国
鍵
σ
o
詳

　
舅
麟
三
内
層
這
§
噸
ミ
蔑
ミ
”
ミ
語
轟
恥
馬
ミ
ミ
（
同
W
O
H
一
一
協
”
　
H
Φ
ω
一
）
り
。
ら
．
b
。
b
。
＼
卜
。
ρ
禽
F

第
【
章
　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
の
修
正
の
歩
み

　
　
　
男
凶
。
げ
程
噺
ω
o
げ
ρ
覧
凶
ρ
b
暗
騎
“
浮
建
黛
蒔
馬
等
◎
ミ
”

ミ
ミ
さ
譜
＆
ミ
＝
§
恥
§
ミ
さ
§
食
込
ミ
b
偽
ミ
加
工
｝
w
勘
ミ
o
N
ミ
軌
§
（
い
。
凶
㍗

N
興
お
認
）
噛
ψ
お
ム
Q
。
嚇
○
暮
。
ω
貫
黙
ω
o
斜
ミ
§
、
§
ミ
寄
壽
（
囚
。
屋
9
壽
、

H
濃
Q
。
y
ψ
瓢
b
。
占
H
Q
。
．
オ
ッ
ト
ー
開
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
回
想
鎌
は
、
は
じ
め

ミ
へ
N
ミ
ミ
ミ
鼠
と
題
し
て
、
一
九
四
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
臨
版
さ
れ
た
。
本
稿

で
は
、
同
書
の
ド
イ
ツ
語
版
を
使
用
す
る
。

ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
オ
ッ
ト
ー
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
が
、
一
九
三
〇
～
五
〇
年
代
に
お
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け
る
研
究
に
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
二
年
に
早
く
も
ハ
イ
デ
ン
が
、
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ラ
ン
ク
と
シ
ャ
プ
ケ
の
著
作
に
依
拠
し
て
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
と
バ
ン
ベ
ル
ク
の
両
会
議
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
振
舞
い
を
記
し
て
以
来
、
同
じ

よ
う
な
ゲ
・
ベ
ル
ス
像
が
・
一
九
四
〇
年
代
の
リ
養
・
リ
｝
稔
を
へ
て
』
九
五
〇
年
代
の
ゲ
ル
リ
・
ッ
・
ク
ヴ
・
ン
ト
・
ブ
。
・
ク
・
ジ

　
　
　
③

ヤ
ー
マ
ン
へ
と
ひ
き
つ
が
れ
て
ゆ
く
。
彼
ら
は
す
べ
て
、
オ
ッ
ト
ー
曜
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
の
記
述
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
信
頼
し
た
ま
ま
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

派
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
を
再
生
産
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
従
来
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
へ
の
修
正
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
ま
ず
シ
ャ
イ
ラ
ー
、
マ
ン
ヴ
ェ
ル
、
フ
レ
ン
ケ
ル
は
、
こ
の
当
時
に
は
未
公
刊
で
あ
っ
た
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
記
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

果
の
う
え
に
た
っ
て
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
の
席
上
に
お
け
る
か
れ
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
か
ら
の
離
反
を
否
定
し
て
い
る
。
シ
ャ

イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
は
一
九
二
六
年
四
月
上
旬
～
中
旬
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
訣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

別
は
同
年
八
月
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
マ
ン
ヴ
ェ
ル
と
フ
レ
ン
ケ
ル
は
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
追

放
発
言
を
は
っ
き
り
と
否
認
す
る
と
と
も
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
後
し
だ
い
に
、
そ
の
急
進
的
な
社
会
主
義
思
想
を
引
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

め
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
保
守
主
義
に
同
調
す
る
に
い
た
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
取
上
げ
る
シ
ュ
ッ
デ
コ
ッ
プ
の
研
究
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
事
実
の
指
摘
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
五
年

一
一
月
ニ
ニ
B
開
催
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
で
は
、
ナ
チ
党
北
部
・
西
部
ド
イ
ツ
大
管
区
労
働
共
同
団
が
結
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ

サ
ー
綱
領
の
作
成
が
報
告
さ
れ
、
こ
の
綱
領
が
北
部
・
西
部
ド
イ
ツ
の
大
管
区
指
導
者
た
ち
の
検
討
を
ま
っ
て
、
翌
二
六
年
一
月
二
四
日
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

予
定
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
で
採
決
に
ふ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
は
、
前
後
二
圓
、
開
催
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
シ
ュ
ッ
デ
コ
ッ
プ
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
に
関
し
て
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
突
然
の
裏
切
り
説
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
か
も
こ
の
会
議
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
綱
領
は
一
度
も
討
議
に
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
に
紹
介
し
た
シ
ャ
イ
ラ
ー
、
マ
ン
ヴ
ェ
ル
、
フ
レ
ン
ケ
ル
、
シ
ュ
ッ
デ
コ
ッ
プ
の
著
作
に
は
、
実
は
ま
だ
オ
ッ
ト
ー
－
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
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ゲッベルス像の修正（中村）

1
派
の
主
張
に
部
分
的
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
い
る
面
が
散
見
さ
れ
る
。
だ
が
彼
ら
の
研
究
は
、
従
来
の
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
像
か
ら
脱
却
す
る
第
一
歩
を

ふ
み
だ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
あ
げ
る
ハ
イ
パ
ー
の
研
究
は
、
オ
ッ
ト
ー
朋
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
ー
派
の
主
張
か
ら
の
脱
却
を
さ
ら
に
大
き
く
押
進
め
た
も
の
と
い
え
る
。

ま
ず
か
れ
は
、
一
九
二
五
年
当
時
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
秘
書
と
い
っ
た
低
い
地
位
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

当
時
の
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
“
北
部
大
管
区
で
実
施
さ
れ
て
い
た
合
議
制
的
な
指
導
体
制
に
も
と
づ
き
、
実
質
的
に
は
当
地
の
大
管
区
指
導
者
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

入
と
い
う
重
要
な
地
位
に
つ
い
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
。
さ
ら
に
ハ
イ
パ
ー
は
、
労
働
共
同
団
の
第
一
回
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
で
は
、
す
で
に

起
草
さ
れ
て
い
た
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
綱
領
草
案
の
ほ
か
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
カ
ウ
フ
マ
ン
起
草
の
綱
領
が
、
翌
年
一
月
開
催
予
定
の
第
二
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
ま
で
に
、
完
成
さ
る
べ
き
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
と
の
べ
て
い
る
。
し
か
し
ハ
イ
パ
ー
は
、
第
二
回
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
に
関
し

て
は
、
王
侯
財
産
没
収
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
綱
領
の
問
題
に
つ
い
て
「
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
－
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
的
方
向
」
が
勝
利
し
た
と
、
何
故
か

暖
昧
な
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
が
れ
ば
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
追
放
発
言
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
主
張
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
小
規
模
な
党
員
の
集
会
で
、
同
じ
趣
旨
の
発
言
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。

　
ハ
イ
パ
ー
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
に
関
し
て
は
、
オ
ッ
ト
ー
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
主
張
を
し
り
ぞ
け
て
、
一
九
二
六
年
二
月
一
四
日
は
日

曜
日
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
こ
の
会
議
に
は
グ
レ
ー
ゴ
ル
躍
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
な
ら
ん
で
、
そ
の
他
の
北
部
ド
イ
ツ
の
指
導

的
党
員
も
出
席
で
き
た
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
会
議
で
ヒ
ト
ラ
…
は
、
北
部
ド
イ
ツ
派
の
行
動
を
非
難
す
る
演
説
を
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
た

い
し
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
発
言
は
、
き
わ
め
て
迫
力
を
欠
き
、
ま
た
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
演
説
に
大
き
な
幻
滅
を
感
じ
、
か
れ
を
「
反

動
」
と
考
え
た
。
だ
が
他
方
で
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
南
部
ド
イ
ツ
派
の
権
力
、
自
動
車
、
資
金
に
心
を
奪
わ
れ
、
会
議
の
席
上
で
は
沈
黙
を
つ
づ

　
　
　
　
⑬

け
た
と
い
う
。

　
ハ
イ
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
一
九
二
六
年
四
月
上
旬
と
七
月
末
に
ヒ
ト
ラ
ー
を
訪
問
し
た
さ
い
、
か
れ
に
全
面
的
に
心
酔
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
う
に
な
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ほ
う
に
移
行
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
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と
の
関
係
は
、
決
定
的
に
悪
化
し
は
し
な
か
っ
た
。
　
ハ
イ
パ
ー
は
、
二
六
年
一
〇
月
末
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
へ
の
就
任

を
、
か
れ
の
グ
レ
ー
．
コ
ル
H
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
か
ら
の
独
立
と
と
ら
え
、
と
く
に
か
れ
が
二
七
年
七
月
に
ベ
ル
リ
ン
で
『
攻
撃
』
U
鍵
諺
類
σ
q
ユ
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

紙
を
刊
行
し
て
以
来
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
の
関
係
は
、
急
速
に
冷
却
化
す
る
に
い
た
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
労
働
共
同
団
の
動
向
と
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
振
舞
い
に
関
す
る
、
従
来
の
叢
叢
は
、
さ
ら
に
シ
ル
ト
の
研
究
に
よ
り
、
決
定
的
な
修
正
を
迫
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
翔
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
、
党
内
に
社
会
主
義
路
線
を
確
立
し
、
ま
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
本

部
か
ら
エ
ッ
サ
ー
と
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
を
排
除
す
る
と
い
う
同
的
か
ら
、
北
部
・
西
部
ド
イ
ツ
の
大
管
区
を
糾
合
す
る
組
織
の
結
成
を
意
図

し
た
と
い
う
。
こ
の
課
題
を
、
か
れ
か
ら
依
頼
さ
れ
た
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
一
九
二
五
年
九
月
一
〇
日
、
バ
ー
ゲ
ン
に
北
都
、
西
部
の
大
管
区
揚

導
者
た
ち
の
会
議
を
召
集
し
、
そ
の
席
上
で
は
、
労
働
共
同
団
の
樹
立
、
　
『
国
民
社
会
主
義
通
信
』
属
ρ
江
。
鐸
巴
。
。
o
獣
ρ
冨
怠
ω
。
げ
①
切
鼠
色
①
の
刊

行
が
決
定
さ
れ
、
そ
し
て
労
働
共
同
団
の
課
題
と
し
て
、
相
互
に
政
治
上
、
組
織
上
の
経
験
を
交
流
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
共
同
で
政
治
上

の
立
場
を
表
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
シ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
労
働
共
同
団
は
、
当
日
の
会
議
の
出
庸
者
た
ち
に
よ
り
、
ヒ
ト

ラ
ー
に
対
抗
す
る
た
め
の
組
織
で
は
な
い
と
了
解
さ
れ
、
む
し
ろ
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
…
と
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
意
図
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
北
部
ド
イ
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

党
の
見
解
に
引
き
よ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　
つ
い
で
開
催
さ
れ
た
第
一
團
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
で
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
綱
領
草
案
が
す
で
に
起
草
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
さ

ら
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
カ
ウ
フ
マ
ン
が
別
箇
に
綱
領
を
起
草
し
、
大
管
区
指
導
者
た
ち
は
、
こ
れ
ら
三
通
の
綱
領
草
案
へ
の
意
見
書
を
提
出
し
、

翌
年
一
月
二
四
日
開
催
予
定
の
第
二
圓
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
で
最
終
的
に
綱
領
の
採
択
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
シ
ル
ト
は
、

第
二
回
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
議
で
、
王
侯
財
産
没
収
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
と
い
う
従
来
の
主
張
を
し
り
ぞ
け
て
い
る
。

会
議
の
席
上
で
は
、
没
収
賛
成
と
反
対
の
立
場
が
激
し
く
対
立
し
、
妥
協
案
と
し
て
、
王
侯
財
産
没
収
の
場
合
に
は
、
一
九
一
四
年
八
月
一
日

以
降
、
ド
イ
ツ
に
移
住
し
た
東
方
ユ
ダ
ヤ
人
の
財
産
没
収
と
、
同
巳
附
以
降
の
銀
行
お
よ
び
取
引
所
の
増
益
を
も
同
時
に
没
収
す
べ
き
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
い
う
決
議
が
成
立
し
た
。
ま
た
会
議
の
主
要
議
題
で
あ
っ
た
、
新
し
い
党
綱
領
も
結
局
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
会
議
の
席
上
に
は
、
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シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
綱
領
草
案
と
な
ら
ん
で
、
多
数
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
提
案
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
も
白

熱
的
な
討
議
が
お
こ
り
、
つ
い
に
な
ん
ら
の
意
見
の
一
致
を
み
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
る
。
こ
の
綱
領
問
題
に
関
し
て

は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
を
長
と
す
る
研
究
委
員
会
で
さ
ら
に
検
討
を
つ
づ
け
、
成
案
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
本
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

提
出
す
る
と
い
う
案
で
や
っ
と
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
。

　
シ
ル
ト
は
、
こ
の
会
議
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
党
首
と
も
て
の
資
格
を
め
ぐ
っ
て
も
、
激
し
い
討
論
が
ま
き
お
こ
っ
た
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
は
全
く
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
討
論
の
経
過
を
も
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
そ
れ
ま
で
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
党
指
導
へ
の
不
満
が
堰
を
切
っ

て
濫
れ
で
る
よ
う
に
な
り
、
一
部
の
出
席
者
は
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
決
裂
を
さ
え
覚
悟
す
る
ま
で
と
な
っ
た
。
シ
ル
ト
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ

ー
追
放
発
言
は
、
こ
の
時
の
討
議
に
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
が
、
か
れ
が
実
際
に
そ
の
よ
う
な
発
呼
を
し
た
の
か
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

か
は
不
明
で
あ
る
と
態
度
を
保
留
し
て
い
る
。

　
つ
い
で
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
に
お
い
て
は
、
ま
ず
ヒ
ト
ラ
ー
が
長
時
間
に
わ
た
る
演
説
を
行
な
い
、
王
侯
財
産
没
収
の
問
題
に
関
し
て
は
反
対

の
態
度
を
表
明
し
、
さ
ら
に
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
綱
領
に
は
、
な
ん
ら
言
及
す
る
こ
と
な
し
に
、
た
だ
綱
領
を
論
議
す
る
こ
と
自
体
を
き
び
し
く

否
認
し
、
二
五
力
条
綱
領
の
不
可
侵
性
を
強
調
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
発
言
は
、
内
容
と
迫
力
を
欠
き
、

ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
沈
黙
を
守
り
つ
づ
け
た
。
た
だ
し
こ
の
会
議
で
労
働
共
同
団
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
起
ら
な
か
っ
た
。

　
シ
ル
ト
も
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
後
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
の
関
係
が
た
だ
ち
に
決
裂
し
た
と
い
う
説
を
支
持
し
て
い

な
い
。
た
だ
し
か
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
し
だ
い
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
主
張
に
接
近
し
、
か
つ
て
の
急
進
主
義
三
見
解
を
修
正
し
て
い
っ
た
こ
と
に

注
目
す
る
。
こ
の
よ
う
な
接
近
の
理
由
と
し
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
バ
ン
ベ
ル
ク
で
南
部
ド
イ
ツ
の
党
指
導
者
た
ち
の
自
家
用
車
に
心
を
奪
わ
れ

る
よ
う
な
日
和
見
主
義
の
ほ
か
に
、
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
…
の
人
格
へ
の
傾
倒
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
シ
ル
ト
は
、
か
れ
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
ロ
シ
ュ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ラ
ッ
サ
ー
か
ら
の
離
別
は
、
　
「
裏
切
り
」
で
は
な
く
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
「
改
宗
」
で
あ
っ
た
と
結
ん
で
い
る
。

　
こ
の
シ
ル
ト
の
研
究
発
表
後
に
公
刊
さ
れ
た
著
作
に
は
、
労
働
共
同
団
と
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
振
舞
い
に
つ
い
て
の
新
し
い
事
実
を
さ
ら
に
発
掘
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す
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
む
し
ろ
既
知
の
事
実
に
関
す
る
新
し
い
説
明
や
解
釈
を
う
ち
だ
す
こ
と
の
ほ
う
に
、
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な

　
　
　
⑳

っ
て
ゆ
く
。

　
一
九
六
六
年
に
は
、
ノ
ー
ク
ス
、
ヴ
ェ
ル
ツ
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
、
キ
ュ
ー
ン
ル
の
四
つ
の
研
究
が
発
表
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
ノ
ー
ク
ス
、
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ル
ツ
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
研
究
は
、
シ
ル
ト
の
そ
れ
に
な
ん
ら
新
し
い
事
実
を
つ
け
加
え
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
キ
ュ
ー
ン
ル
が
、
ベ
ル
リ

ン
大
管
区
指
導
者
就
任
以
後
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
、
そ
の
活
動
に
照
ら
し
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
！
兄
弟
と
な
ら
ぶ
、
ナ
チ
党
左
派
の
い
ま
一
つ
の

潮
流
と
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、
注
目
し
て
よ
い
。

　
そ
の
翌
年
に
は
、
ニ
オ
マ
ル
ケ
イ
の
研
究
が
発
表
さ
れ
る
が
、
か
れ
の
場
合
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
開
催
を
め
ぐ
る
ヒ
ト
ラ
ー
の
意
図
の
説
明

が
注
目
に
坐
い
す
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
ハ
ノ
！
ヴ
ァ
会
議
開
催
の
目
的
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
綱
領
へ
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
支
持
を
求
め
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
党
綱
領
の
解
釈
を
め
ぐ
る
多
様
性
が
自
己
の
意
図
す
る
絶
対
的
指
導
権
の
確
立
に
抵
触
し
な
い
限
り
は
、
そ
れ
を

容
認
す
る
つ
も
り
で
い
た
。
だ
が
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
が
、
新
し
い
綱
領
に
ヒ
ト
ラ
…
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
動
き
は
、
か
れ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

自
己
の
絶
対
的
指
導
権
の
源
に
ふ
れ
る
も
の
と
映
じ
た
。
何
故
な
ら
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
、
こ
の
綱
領
の
承
認
は
、
か
れ
が
綱
領
の
実
践
に
義

務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
か
れ
は
究
極
的
真
理
の
体
現
老
と
し
て
、
時
に
応
じ
て
運
動
の
進
路
に
裁
定
を
下
す
全

能
の
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
が
た
く
な
る
。
ニ
オ
マ
ル
ケ
イ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
を
召
集
し
た
の
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ

…
綱
領
の
内
容
を
非
と
し
て
退
け
る
た
め
で
は
な
く
、
絶
対
的
指
導
者
と
し
て
の
自
己
の
地
位
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い

る
。
な
お
か
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
か
ら
の
離
反
は
、
か
れ
が
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
就
任
を
了
承
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

数
週
間
後
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
ヒ
ュ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
北
部
・
西
部
ド
イ
ツ
の
党
組
織
の
内
部
紛
争
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
動
向
を
取
上
げ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
踵
北
部
大
管
区
は
、
一
九
二
五
年
七
月
以
降
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
含
む
三
人
の
大
管
区
指
導
者
か
ら
な
る
合

議
制
的
な
指
導
部
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
指
導
体
糊
は
、
同
大
管
区
が
二
六
年
三
月
に
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
大
管
区

8　（668）



ゲッベルス像の修正（中村）

と
合
体
し
て
ル
ー
ル
大
管
区
を
結
成
し
た
時
に
も
継
承
さ
れ
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
含
む
三
人
の
大
管
区
指
導
者
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ヒ
ュ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
合
議
糊
的
指
導
体
制
が
、
か
え
っ
て
こ
の
大
平
区
内
の
指
導
老
間
の
紛
争
を
激
化
さ
せ
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

内
部
対
立
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
を
促
進
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
も
、
お
お
い
に
注
目
す
る
に
価
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
つ
ぎ
の
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
、
オ
ー
ロ
ゥ
の
研
究
か
ら
も
、
目
新
し
い
事
実
を
拾
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
オ
ー
ロ
ゥ
の
研
究
に
は
、
バ

ン
ベ
ル
ク
会
議
に
関
す
る
新
し
い
説
明
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
オ
ー
ロ
ウ
は
、
ナ
チ
党
員
を
中
間
層
獲
得
を
め
ざ
す
「
パ
イ
オ
ニ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
労
働
者
獲
得
を
め
ざ
す
「
革
命
家
」
と
い
う
二
つ
の
範
購
に
分
類
し
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
で
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
北
部
ド
イ
ツ
派
－
「
革
命
家
」

の
立
場
を
し
り
ぞ
け
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
南
部
ド
イ
ツ
派
－
「
パ
イ
オ
ニ
ア
」
の
立
場
に
加
担
す
る
こ
と
も
避
け
た
と
主
張
す
る
。
か
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

よ
れ
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
自
ら
の
人
格
を
神
話
化
し
、
自
己
の
存
在
そ
の
も
の
を
綱
領
に
す
る
と
い
う
第
三
の
道
を
選
択
し
た
と
い
う
。
な
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

オ
ー
ロ
ウ
は
、
一
九
二
六
年
四
月
一
三
日
附
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
記
を
、
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
改
宗
の
例
証
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　
一
九
七
一
年
に
は
、
ラ
イ
マ
ン
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
伝
が
公
刊
さ
れ
る
。
か
れ
は
、
第
二
圓
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ

ー
追
放
発
言
は
否
定
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
「
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
社
会
主
義
を
裏
切
っ
た
」
と
い
う
程
度
の
発
言
は
し
た
ら
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
の
推
察
を
下
し
て
い
る
。
だ
が
他
方
で
ラ
イ
マ
ン
は
、
二
五
年
当
時
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
記
に
も
と
づ
い
て
、
か
れ
は
そ
も
そ
も
の
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
の
帰
依
者
で
あ
っ
た
と
主
張
し
、
さ
ら
に
か
れ
が
グ
レ
ー
ゴ
ル
観
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
ー
か
ら
離
れ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ほ
う
に
移
行

す
る
の
は
、
二
六
年
四
～
七
月
に
か
け
て
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
つ
い
で
一
九
七
二
年
に
は
、
ホ
ル
ン
と
ケ
ル
の
研
究
が
公
刊
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
ホ
ル
ン
の
研
究
は
、
そ
の
多
く
を
シ
ル
ト
と
ヴ
ェ
ル
ツ
と

に
負
う
て
お
り
、
か
れ
の
研
究
か
ら
も
と
り
た
て
て
目
新
し
い
事
実
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
ホ
ル
ン
の
著
作
に
つ
い
て
は
、

ヒ
ト
ラ
ー
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
ベ
ル
リ
ン
に
派
遣
し
た
の
は
、
闘
争
出
版
社
に
た
て
こ
も
る
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
か
ら
の
将
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

1
攻
勢
に
備
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
だ
け
を
、
さ
し
あ
た
り
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
ケ
ル
の
研
究
に
は
、
ナ
チ
党
内
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
興
味
深
い
主
張
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
従
来
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の
研
究
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
の
み
を
ナ
チ
党
左
派
の
中
心
的
人
物
と
み
な
し
、
そ
の
結
果
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
低
評
価
に
お
ち
い
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
か
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
評
価
に
異
議
を
唱
え
、
一
九
二
七
年
以
降
、
ナ
チ
党
左
派
は
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
旺
シ

ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
中
心
と
す
る
二
つ
の
陣
営
に
分
れ
た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
ナ
チ
党
左
派
の
い

ま
一
つ
の
潮
流
と
み
な
す
見
解
は
、
す
で
に
キ
ュ
ー
ン
ル
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
キ
ュ
ー
ン
ル
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な

指
摘
だ
け
に
止
ま
っ
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
活
動
に
は
殆
ん
ど
注
意
を
向
け
な
か
っ
た
の
に
た
い
し
、
ケ
ル
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
対
比
を

念
頭
に
お
い
て
、
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
の
活
動
を
追
跡
し
た
。
そ
の
結
果
、
か
れ
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
が
三
一
～
三
二
年
に
は
党
内
右
派
の
政
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

歩
み
よ
っ
た
の
に
た
い
し
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
急
進
主
義
は
、
一
九
二
五
年
以
降
、
一
貫
し
て
い
た
と
い
う
主
張
を
う
ち
だ
す
。
さ
ら
に
ケ
ル
に

よ
れ
ば
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
に
任
命
さ
れ
た
動
機
の
一
つ
は
、
か
れ
の
親
労
働
者
路
線
が
、
コ
ム
ニ
ス
ト
勢
力
の
根
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
ベ
ル
リ
ン
に
は
う
っ
て
つ
け
の
も
の
と
ヒ
ト
ラ
ー
に
映
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
ケ
ル
は
、
臼
和
見
主
義
者
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
と
も
強
く
打
消
し
、
逆
に
急
進
主
義
者
と
し
て
一
貫
し
て
い

た
の
は
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
で
は
な
く
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ほ
う
で
あ
っ
た
と
説
く
。
こ
の
ケ
ル
の
主
張
は
、
一
九
六
〇
年
以
降

の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
解
釈
に
重
大
な
挑
戦
を
投
げ
か
け
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
紹
介
し
た
一
九
六
〇
年
以
降
の
研
究
で
確
認
さ
れ
た
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
を
、
こ
こ
で
要
約
し
て
お
く
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
e
　
労
働
共
同
団
は
、
一
九
二
五
年
九
月
一
〇
日
、
バ
ー
ゲ
ン
で
開
催
の
会
議
で
結
成
さ
れ
、
そ
の
意
図
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ゾ
党
本
部
か
ら
エ

ッ
サ
…
、
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
を
排
除
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
北
部
ド
イ
ツ
の
党
の
立
揚
に
引
き
よ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
党
内
に
社
会
主
義
路
線

を
確
立
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　
⇔
　
一
九
二
五
年
当
時
の
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
は
、
急
進
的
な
社
会
主
義
思
想
を
信
奉
し
、
実
質
的
に
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
ー
北
部
に
お
け
る
大
管

区
指
導
者
の
一
人
と
し
て
大
き
な
声
望
を
も
つ
有
力
党
員
で
あ
っ
た
。

　
⇔
　
王
侯
財
産
没
収
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
綱
領
の
問
題
が
討
議
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
五
年
一
一
月
二
二
日
開
催
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
で
は
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な
く
、
二
六
年
一
月
二
四
日
開
催
の
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
臼
の
会
議
で
は
、
王
侯
財
産
没
収
に
関
し
て
は
、
実
際
上
で

は
没
収
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
妥
協
案
が
成
立
し
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
綱
領
も
、
白
熱
的
な
討
議
の
末
、
結
局
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
⑳
　
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
（
日
曜
日
）
に
は
、
労
働
共
同
団
側
の
指
導
者
た
ち
も
、
多
数
、
出
席
し
た
。
こ
の
会
議
の
席
上
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
、

シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
綱
領
の
内
容
に
は
な
ん
ら
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
綱
領
を
討
議
す
る
こ
と
自
体
を
非
と
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
グ
レ
ー
ゴ
ル
隅

シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
…
の
発
言
は
、
き
わ
め
て
迫
力
を
欠
き
、
他
方
で
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
ラ
…
演
説
に
大
き
な
衝
撃
を
う
け
て
、
席
上
で
は
沈

黙
を
つ
づ
け
た
。

　
㈲
　
こ
の
会
議
の
席
上
で
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
グ
レ
ー
ゴ
ル
u
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
ー
を
裏
切
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ほ
う
に
鞍
替
え
す
る
よ
う
な
事
態

は
起
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
会
議
以
降
の
あ
る
時
期
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
ほ
う
に
移
行
し
、
ま
た
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ

ヅ
サ
ー
兄
弟
と
の
関
係
は
、
決
定
的
に
険
悪
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
以
上
に
列
挙
し
た
共
通
の
確
認
事
項
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
見
解
の
相
違
点
を
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　
e
　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
思
想
の
変
化
の
有
無
。
ω
か
れ
は
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
降
、
急
進
的
な
社
会
主
義
思
想
を
修
正
（
シ
ル
ト
）
、
な
い
し
放

棄
し
た
（
マ
ソ
ヴ
ェ
ル
、
フ
レ
ン
ケ
ル
）
、
㈲
か
れ
の
思
想
は
、
こ
の
会
議
以
降
も
一
貫
し
て
い
た
（
ヶ
ル
）
。

　
㊥
　
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
関
係
悪
化
の
時
期
。
④
一
九
二
六
年
八
月
（
リ
ー
ス
、
シ
ャ
イ
ラ
i
）
、
㈲
二
六

年
一
〇
月
末
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
任
命
以
後
（
キ
ュ
ー
ン
ル
、
ニ
ォ
マ
ル
ヶ
イ
）
、
の
二
七
年
七
月
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
『
攻

撃
』
紙
刊
行
以
後
（
ハ
イ
パ
ー
）
。

　
⇔
　
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
に
お
け
る
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
追
放
発
雷
。
ω
否
認
（
マ
ソ
ヴ
ェ
ル
、
フ
レ
ン
ケ
ル
）
、
⑫
同
じ
趣
旨
の
発
言
を

し
た
可
能
性
が
あ
る
（
ハ
イ
パ
ー
、
ラ
イ
マ
ソ
）
、
の
態
度
保
留
（
シ
ル
ト
）
。

　
㈱
　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
の
時
期
。
ω
．
ハ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
降
、
し
だ
い
に
移
行
（
マ
ン
ヴ
ェ
ル
、
フ
レ
ン
ケ
ル
、
キ
ュ
ー
ン
ル
、
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シ
ル
ト
）
、
⑭
一
九
二
六
年
四
月
上
旬
～
中
旬
（
シ
ャ
イ
ラ
ー
）
、
0
9
二
六
年
四
～
六
月
（
り
ー
ス
）
、
㊥
二
六
年
四
～
七
月
（
ラ
イ
マ
ン
）
、
㈱
三
六

年
四
月
上
旬
～
七
月
末
（
ハ
イ
パ
ー
）
、
⑭
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
二
六
年
四
月
＝
二
日
附
日
記
の
中
に
移
行
を
読
み
と
る
（
ノ
ー
ク
ス
、
オ
ー
ロ
ゥ
）
。

　
㊨
　
ヒ
ト
ラ
…
が
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
に
任
命
し
た
動
機
。
ω
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
の
活
動
妨
害
の
た
め
（
ブ
ロ

ッ
ク
）
、
㈲
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
の
イ
デ
ナ
ロ
ギ
ー
攻
勢
に
備
え
る
た
め
（
ホ
ル
ン
）
、
0
9
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
親
労
働
老
的
な
急
進
主
義
が
、
コ

ム
ニ
ス
ト
勢
力
の
強
い
ベ
ル
リ
ン
に
は
適
切
と
考
え
ら
れ
た
た
め
（
ケ
ル
）
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
の
対
立
点
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
ゆ
く
手
続
き
を
通
し
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
に
つ
い
て
の
、
よ
り
一
層
正
確

な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
の
章
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
の
根
拠
を
検
討
し
て

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
の
真
相
に
さ
ら
に
一
層
迫
り
た
い
と
思
う
。
ま
ず
次
章
に
お
い
て
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
い
わ
ゆ
る
社
会

主
義
思
想
の
変
化
の
有
無
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、
考
察
を
始
め
て
み
た
い
。

①
　
囚
。
員
p
α
璃
㊦
竃
窪
層
O
馬
象
ミ
“
壽
昏
昏
防
寒
蔑
§
ミ
8
賦
ミ
甲
防
ミ
器
”
b
ミ
き
ざ

　
ミ
ミ
馬
溜
§
ミ
ミ
題
（
切
O
門
口
凶
口
℃
　
戸
㊤
Q
Q
b
5
）
噌
Q
Q
・
b
。
8
＼
8
閉
口
。
曽
④
＼
b
。
嶺

②
　
U
8
σ
q
㌶
。
。
犀
8
9
さ
ミ
馬
§
～
（
い
。
旨
α
o
p
お
お
y
℃
や
○
。
や
G
。
Φ
…
O
儲
H
け

　
皆
。
。
。
の
讐
、
8
愚
｝
9
象
潟
冴
”
肉
§
馬
丁
£
§
望
月
（
し
け
三
菱
－
切
巴
窪
レ
Φ
お
y
Q
Q
■

　
巽
＼
ω
堕
た
だ
し
り
ー
ス
は
、
　
こ
の
当
時
に
は
未
公
刊
で
あ
っ
た
、
　
一
九
一
一
五
～

　
二
六
年
間
の
出
来
導
を
取
扱
っ
た
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
記
を
参
照
す
る
機
会
に
め
ぐ

　
ま
れ
て
お
り
、
従
っ
て
か
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
の
席
上
で
即

　
座
に
ヒ
ト
ラ
ー
側
へ
移
行
し
た
と
い
う
、
従
来
の
記
述
に
は
疑
問
を
投
げ
か
け
て

　
い
る
（
ρ
お
Y
　
り
ー
ス
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
記
を
検
討
し
て
、
か
れ
の
ヒ
ト

　
ラ
ー
へ
の
移
行
は
二
六
年
四
～
六
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
か
れ
と
グ
レ
ー
ゴ
ル

　
開
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
…
と
の
対
立
は
、
同
年
八
月
か
ら
始
ま
る
と
主
張
し
て
い
る
（
Q
Q
■

　
心
O
ム
ω
Y
こ
の
よ
う
に
リ
ー
ス
は
、
オ
ッ
ト
ー
ー
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
の
主
張
か

　
ら
一
歩
、
脱
却
す
る
道
を
ふ
み
だ
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
以
上
、
さ
ら
に
突
込
ん

　
で
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
と
バ
ソ
ベ
ル
ク
の
両
会
議
の
経
過
を
洗
い
直
し
て
み
る
と
こ
ろ

　
ま
で
は
、
探
究
の
筆
が
及
ば
な
か
っ
た
。

③
≦
騨
犀
無
O
α
島
9
F
笛
霞
げ
。
吋
汁
跨
．
ρ
覧
安
登
§
駄
ミ
“
N
ミ
”
肉
身
謹
ミ
㌣

　
鴫
息
ミ
馬
（
o
D
言
ヰ
σ
Q
9
昼
お
諮
）
．
ρ
誤
Φ
F
b
。
㎝
c
。
＼
b
。
㎝
9
巴
餌
旨
切
ロ
＝
o
。
ぎ
ミ
㍗

　
N
ミ
”
」
切
§
亀
§
母
憶
§
四
望
（
い
自
9
詳
δ
器
y
娼
や
一
b
。
b
。
ム
b
。
黛
B
ド

　
q
母
旨
器
℃
§
馬
空
電
§
恥
曝
ミ
駄
〉
ミ
甑
O
ミ
ミ
ミ
ミ
（
H
し
O
口
山
O
昌
層
　
ド
Φ
朝
㎝
）
．

　
℃
や
お
q
＼
一
b
。
ρ

④
な
る
ほ
ど
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
系
統
の
人
物
の
手
に
よ
る
、
も
っ
と
も
は
や
い
ゲ
ッ
ベ

　
ル
ス
の
伝
記
の
一
つ
と
し
て
、
≦
葭
H
δ
切
p
山
ρ
、
8
愚
凄
O
o
馬
き
ミ
恥
（
U
熔
げ
o
o
F

　
這
。
。
。
。
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
バ
デ
は
、
こ
の
伝
記
の
中
で
、
ハ
ノ
ー
ヴ

　
ァ
と
バ
ソ
ベ
ル
ク
の
両
会
議
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
振
舞
い
に
つ
い
て
は
、
な

　
に
も
ふ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
、
オ
ッ
ト
ー
腫
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー

　
派
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
が
疑
聞
視
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
助
け
た

　
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
　
≦
…
冨
諺
炉
ω
ぼ
お
さ
§
鴨
需
篤
q
恥
§
ミ
寒
ミ
＆
導
恥
§
噛
ミ
陶
ミ
暮
”
箆
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ゲッベルス像の修正（中村）

　
韓
藍
o
七
海
多
謝
O
ミ
§
§
蔓
（
気
①
乏
く
〇
二
三
お
α
O
）
『
第
三
帝
国
の
興
亡
I
I
－

　
第
一
巻
臨
　
（
東
京
創
元
社
・
｝
九
六
一
年
）
井
上
勇
訳
、
二
〇
五
ペ
ー
ジ
。
男
㌣

　
σ
q
霧
鼠
ρ
ロ
〈
⑦
躍
欝
国
Φ
ヨ
ニ
。
げ
頃
爵
①
昌
犀
。
押
b
o
無
ミ
O
o
恥
き
ミ
臼
　
ミ
防
ト
ミ

　
ミ
義
b
§
ミ
（
6
①
O
）
『
第
三
帝
国
と
宣
伝
ー
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
生
涯
i
』
（
東

　
色
話
元
新
社
・
一
九
六
二
年
）
樽
井
近
義
・
佐
原
社
参
、
五
ニ
ペ
ー
ジ
。

⑥
シ
ャ
イ
ラ
ー
、
二
〇
六
～
二
〇
七
ペ
ー
ジ
。

⑦
マ
ソ
ヴ
ェ
ル
、
フ
レ
ン
ケ
ル
、
五
〇
、
五
三
ペ
ー
ジ
。

⑧
○
洋
。
自
讐
ω
け
o
Q
9
口
＆
。
ぎ
訴
権
卜
§
ぎ
隠
ミ
恥
§
↓
ミ
ミ
ミ
臼
b
爵
§
馬
画
§
袋
㍗

　
腰
恥
噌
ミ
袋
嵩
O
隷
勘
喰
ミ
蝉
ミ
壽
職
馬
き
ミ
鷺
嵩
窯
3
職
織
鴨
憧
肉
O
篭
軸
遣
嵩
ミ
軸
騎
ミ
嶋
嵩
軌
醤
　
恥
恥
曳
　
き
㍗

　
§
ミ
ミ
謁
愚
幅
h
ミ
募
（
ω
ε
津
α
q
p
拝
お
①
O
）
た
だ
し
本
稿
で
は
、
同
書
の
第
二
版
に

　
あ
た
る
罫
鮎
§
§
き
ミ
恥
鼻
§
上
尾
胴
§
§
∪
鴨
ミ
笥
ミ
§
ミ
遣
崇
美
℃
雛
（
司
轟
鼻
－

　
貯
詠
＼
諸
．
戸
p
こ
H
O
認
y
ω
．
H
◎
。
b
。
を
使
用
す
る
。

⑨
奪
ミ
”
o
陰
払
。
。
9
。
■

⑩
口
。
巨
葺
璃
。
ぎ
g
智
篭
慧
9
さ
守
塾
（
切
①
島
戸
お
8
y
Q
o
。
窃
ρ

⑧
き
ミ
”
ψ
8
＼
舞
　
　
　

⑫
き
ミ
讐
Q
Q
■
舞

⑬
き
ミ
ニ
。
。
ふ
昏
。
．
　
　
　
　
⑭
等
ミ
唖
器
＼
ヨ
．

⑯
♂
ミ
璽
ω
。
O
メ

⑯
O
。
吾
帥
＆
。
Q
。
菖
P
b
龍
ミ
“
恥
執
露
§
§
浅
鼻
ミ
w
ぎ
ミ
＼
き
罫
§
蝋
寧

　
簑
鼻
§
薦
§
讐
ミ
O
題
偽
ミ
“
ミ
恥
秘
ミ
塞
b
』
、
遣
N
ミ
駅
（
℃
三
轡
U
冨
。
。
二
d
a
－

　
ぐ
震
ω
饗
鮮
♂
明
お
言
鐸
吋
σ
q
層
ド
リ
Φ
蒔
）
℃
ω
．
雛
O
＼
ニ
ピ

⑰
き
ミ
℃
ω
」
禽
＼
置
①
．
　
　
　
⑱
き
ミ
こ
匂
。
」
畠
占
偽
Q
。
・

⑲
N
ミ
野
ψ
ヨ
ド
　
　
　
　
⑳
き
ミ
リ
ω
」
刈
ω
■

⑳
　
た
だ
し
開
即
誌
○
■
℃
器
富
ド
乗
越
§
夢
O
亀
ミ
O
ぎ
9
§
、
”
単
ミ
O
馬
8
ミ
き
鷺

　
翫
跨
匙
馬
ミ
亀
ぎ
詰
冬
畿
§
犠
S
O
㌃
き
遷
口
恥
ミ
ミ
恥
（
O
黛
ニ
ロ
α
Q
①
戸
鐸
』
二
お
象
）
噛
ψ

　
卜
。
O
O
＼
b
。
P
O
は
、
　
ハ
イ
パ
ー
、
シ
ル
ト
を
参
照
し
て
お
ら
ず
、
か
れ
の
記
述
は
、

　
再
び
｝
九
五
〇
年
代
の
水
準
に
逆
も
ど
り
し
て
い
る
。

＠
　
｝
O
お
8
《
属
O
巴
ハ
0
。
。
璽
O
O
ロ
勲
9
国
ロ
α
U
O
〈
0
δ
唱
ヨ
O
四
隅
倖
冨
翼
ω
U
》
℃ 　

お
漣
山
り
b
⊃
メ
弓
袋
§
ミ
鼠
O
o
ミ
馬
§
辱
。
ミ
鳶
鵯
巴
ミ
ド
H
．
お
①
9
喝
や
お
頃
“

　
¢
写
凶
。
ぽ
妻
α
諄
N
’
、
き
偽
顎
ミ
ミ
鳶
ミ
簿
ミ
ミ
潮
さ
憶
ミ
車
田
、
§
硬
愚
”
b
蕩
勺
き
ミ
馬
ミ

　
§
偽
9
§
鴇
ミ
ー
宍
篭
目
題
帖
“
山
面
ミ
之
の
b
魁
㌧
（
勺
三
囲
∪
δ
ω
二
d
a
＜
o
嶺
津
痒
国
雫

　
H
㊤
昌
σ
q
¢
戸
昌
O
①
①
）
”
ω
．
刈
。
。
1
　
卜
。
り
…
旨
。
。
。
①
想
げ
冨
．
U
ジ
。
鍋
9
ミ
題
ミ
§
ミ
～
ぎ
O
磐

　
恥
§
鼠
器
翫
。
壽
ミ
導
馬
〉
ざ
篭
津
喰
童
遣
N
絨
も
恥
（
勺
彦
U
．
α
冨
ω
㊦
『
当
飲
。
員
。
り
伴
騨
亭

　
幽
o
a
d
銭
ぐ
。
吋
ω
罵
ざ
お
①
の
）
”
づ
や
雪
占
腺
．
こ
の
う
ち
ノ
ー
ク
ス
が
、
　
一
九
二

　
六
年
四
月
一
三
日
附
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
記
の
中
に
、
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
…
へ
の
「
降

　
伏
」
を
読
み
と
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
寝
。
巴
（
o
ρ
o
雫
。
剛
賞
や

　
ω
μ
）
。

⑳
）
　
勾
①
言
び
舞
偏
野
離
げ
巳
”
b
賠
匿
ミ
帆
。
噛
§
N
8
篭
ミ
諸
勢
魯
ぎ
ト
§
ぎ
㎏
心
N
団
－
竜
恥
O

　
（
冨
①
冨
。
鵠
げ
。
凶
日
＼
O
二
筋
㊤
の
①
y
ω
・
に
α
1
嵩
ρ
た
だ
し
キ
ュ
ー
ソ
ル
は
、
シ
ュ
ト
ラ

　
ッ
サ
i
綱
領
が
第
二
書
函
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
で
多
数
の
出
席
者
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ

　
た
と
い
う
よ
う
な
間
違
っ
た
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
（
ψ
お
）
。
ま
た
が
れ
ば
、

　
パ
ン
ベ
ル
ク
会
議
録
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
接
近
が
、
か
れ
の

　
日
和
見
主
義
か
ら
お
こ
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
か
れ
の
信
念
に
も
と
つ
く
行

　
為
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
間
に
は
、
明
確
な
回
答
は
だ
せ
な
い
と
慎
重
な
態
度
を

　
と
り
、
か
れ
の
移
行
は
、
徐
々
に
な
し
と
げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
の
べ
、
ま
た
か
れ

　
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
の
関
係
の
悪
化
は
、
か
れ
の
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導

　
者
就
任
後
に
始
ま
る
と
の
べ
て
い
る
（
ω
，
　
恥
切
。
　
諺
コ
日
曜
　
μ
o
o
）
。

＠
　
｝
o
ω
φ
や
げ
2
団
。
彰
餌
H
匿
四
ざ
O
》
ミ
傍
§
萄
§
蕊
穿
。
欺
。
り
§
期
吻
ミ
鏑
い
帖
書
寒
無

　
㌧
ミ
電
（
鼠
ぎ
昌
＄
℃
o
凝
。
。
層
お
①
刈
Y
℃
．
ω
Q
◎
巳

㊥
　
N
ミ
鄭
噛
や
◎
Q
9
臨
戸
蒔
圃
．

（
⑳
　
℃
o
な
『
国
β
ヰ
。
昌
σ
臼
σ
Q
o
郭
b
龍
O
窟
ミ
ミ
馬
ミ
”
の
ミ
ミ
恥
顛
ミ
遷
ミ
濤
§
N
§
動

　
さ
き
蒔
爵
W
恥
羽
§
犠
ミ
毯
蜜
㌧
（
q
っ
ε
ヰ
σ
q
胃
鈴
口
㊤
＄
）
噂
ω
■
ω
①
1
ω
Q
◎
．

⑳
囚
ρ
二
》
切
諺
9
聲
U
龍
魯
い
昏
ぎ
漕
窯
ミ
ミ
ミ
”
尊
誉
§
§
偽
9
ミ
い
ミ
ミ

　
凄
蒔
§
戚
題
き
覧
軌
§
ミ
魯
N
焼
ミ
蝋
恥
§
帖
駐
（
緊
α
ぎ
F
P
噛
同
⑩
①
Φ
y
『
ド
イ
ツ
の
独

　
裁
』
王
　
山
口
定
・
高
橋
言
訳
（
岩
波
書
店
・
一
九
七
裏
年
）
、
二
四
三
～
二
四
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　9k’§　一　も
　　奪　≡．　§　1：
　　誉　ミ　Y　食
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⑳
　
き
ミ
”
ワ
一
〇
野

⑲
　
な
お
嗣
8
0
三
ヨ
ρ
喝
霧
r
ミ
馬
§
、
鱒
肉
帖
§
切
8
偽
ミ
辱
ミ
恥
（
閃
崖
コ
論
著
ミ
窯
■

　
F
9
こ
お
お
）
『
ヒ
ト
ラ
ー
』
（
上
）
赤
羽
・
関
・
永
井
・
佐
瀬
訳
（
河
出
書
房
新

　
社
・
一
九
七
五
年
）
は
、
シ
ル
ト
、
ケ
ル
の
研
究
を
参
照
し
て
は
い
な
い
。
従
っ

　
て
フ
ェ
ス
ト
の
研
究
か
ら
は
、
一
九
二
五
～
二
六
年
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
動
向
に
関

　
し
、
さ
ら
に
新
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
O
霞
｝
影
a
ω
o
財
物
N
、
眺
ミ
ー

　
無
咄
魂
§
恥
ミ
亀
§
ミ
8
磯
白
馬
傍
ミ
竃
“
開
蔑
題
ミ
ミ
肉
馬
ぎ
N
ミ
帖
。
嵩
§
b
馬
ミ
魯
神
－

　
§
ミ
（
卑
p
鼻
貯
罫
＼
零
F
，
p
二
お
誤
）
　
の
記
述
も
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
る
が
、

　
た
だ
し
シ
ュ
ル
ツ
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
後
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
、
依
然
と
し
て

　
ナ
チ
左
派
の
中
に
数
え
あ
げ
て
お
り
、
ま
た
が
れ
ば
決
し
て
日
和
見
主
義
者
と
は

　
み
な
し
え
な
い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
さ
い
注
目
し
て
お
い
て
よ
い

　
（
ω
，
　
ω
O
ド
　
ロ
．
　
劇
O
刈
）
。
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第
二
章
　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
に
お
け
る
思
想
の
変
化
の
有
無

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
後
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
以
前
の
見
解
を
修
正
し
た
と
説
く
、
シ
ル
ト
の
主
張
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に

し
よ
う
。
か
れ
が
あ
げ
る
主
な
根
拠
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
O
　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
　
『
レ
ー
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
ー
か
』
と
題
す
る
演
説
の
草
稿
の
最
初
の
部
分
を
、
一
九
二
六
年
二
月
末
も
し
く
は
三
月
は

じ
め
頃
に
、
つ
い
で
残
り
の
部
分
を
四
月
三
日
に
、
シ
ュ
ト
ラ
イ
タ
ー
出
版
社
に
送
附
し
た
。
シ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
期
問
は
、
丁
度
ゲ
ッ

ベ
ル
ス
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
H
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
こ
の
期
間
に
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
は
、
従
来
の
ロ
シ
ア

論
に
再
検
討
を
加
え
た
。
従
っ
て
『
レ
ー
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
ー
か
』
に
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
ヒ
ト
ラ
ー
双
方
の
主
張
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

　
①

・
う
。
、
．
．

㍉　
す
な
わ
ち
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
は
、
こ
の
演
説
の
中
で
、
レ
ー
ニ
ン
の
農
業
改
革
と
工
業
改
革
と
を
峻
別
し
、
後
記
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
マ
ル
ク
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ス
主
義
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
た
め
、
ロ
シ
ア
経
済
は
崩
壊
し
、
つ
い
に
ウ
ォ
ー
ル
街
に
救
援
を
要
請
す
る
に
い
た
っ
た
と
指
摘

し
、
そ
の
結
果
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
、
資
本
主
義
の
手
中
に
あ
る
一
つ
の
道
具
と
化
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
シ
ル
ト
は
、
こ
こ
に
ゲ
ッ

ベ
ル
ス
の
見
解
の
修
正
の
あ
と
を
読
み
と
っ
て
い
る
。
何
故
な
ら
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
以
前
に
は
、
　
ロ
シ
ア
を
「
真
に
国
民
的
で
社
会
主
義
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
②

な
」
国
と
み
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
シ
ル
ト
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
レ
ー
ニ
ン
の
農
業
改
革
を
、
ロ
シ
ア
民
衆
の
国
民
的
な
要
求
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

実
現
し
た
も
の
と
、
従
来
通
り
称
讃
し
つ
づ
け
て
い
る
記
述
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
シ
ル
ト
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
農
業
改
革
へ
の
高
い
評
価
は
、

シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
ー
的
見
解
を
反
映
し
、
工
業
改
革
へ
の
低
評
価
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
的
見
解
に
応
じ
た
も
の
と
み
な
し
、
こ
こ
に
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
ー

か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
主
張
の
矛
盾
と
修
正
の
あ
と
を
読
み
と
っ
て
い
る
。

　
⇔
　
一
九
二
六
年
四
月
八
日
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
招
待
を
う
け
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
演
説
し
た
。
シ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
ゲ
ッ
ベ
ル

ス
は
、
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
社
会
主
義
的
煽
動
を
行
な
う
と
、
あ
ら
か
じ
め
友
人
た
ち
に
約
束
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
の
演
説
で
は
、

社
会
主
義
は
そ
れ
自
体
、
圏
的
で
は
な
く
国
民
主
義
実
現
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
結
果
、
か
れ
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
と
り
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
め
に
、
社
会
主
義
を
裏
切
っ
た
と
い
う
印
象
を
、
労
働
共
同
団
の
一
部
の
党
員
に
あ
た
え
た
と
い
う
。

　
シ
ル
ト
が
あ
げ
る
、
以
上
の
よ
う
な
根
拠
に
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
た
だ
ち
に
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
ま
ず
O
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。

　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
『
レ
ー
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
ー
か
』
の
草
稿
は
、
た
し
か
に
一
九
二
六
年
二
月
末
も
し
く
は
三
月
は
じ
め
頃
と
四
月
三
碍
の
二
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
わ
け
て
、
シ
ュ
ト
ト
ラ
イ
四
重
出
版
社
に
送
附
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
は
、
そ
れ
以
前
の
二
月
一
九
日
に
ケ
！
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の

オ
ペ
ラ
座
で
『
レ
ー
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
ー
か
』
と
題
す
る
演
説
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
実
際
に
シ
ュ
ト
ラ
イ
タ
ー
出
版
社
か
ら
公
刊
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
も
の
は
、
こ
の
日
の
演
説
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
か
れ
が
第
一
回
目
と
第
二
圓
冒
と
の
草
稿
送
附
の
期
間
に
従
来
の
ロ
シ
ア
論
に
再
検
討
を

加
え
た
と
い
う
、
シ
ル
ト
の
主
張
は
な
ん
ら
の
根
拠
が
な
い
。

　
ま
た
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
の
冒
シ
ア
論
に
関
す
る
、
シ
ル
ト
の
解
釈
そ
の
も
の
も
納
得
が
ゆ
か
な
い
。
な
る
ほ
ど
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
一
九
二
五
年
に
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⑦

発
表
し
た
二
つ
の
論
説
の
中
で
、
レ
ー
ニ
ン
の
農
業
改
革
を
、
ロ
シ
ア
農
民
の
「
国
民
的
本
能
」
に
応
じ
た
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
し
て
い

る
。
他
方
で
か
れ
は
、
こ
の
両
論
説
の
中
で
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
工
業
改
革
に
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
間
題
に
関
す
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス

の
評
価
が
登
場
す
る
の
は
、
た
し
か
に
『
レ
ー
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
…
か
』
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
か
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
社
会
主
義
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
否
定
す
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
低
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　
だ
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
シ
ル
ト
が
措
摘
し
た
よ
う
に
は
、
一
九
二
五
年
当
時
の
ロ
シ
ア
を
、
　
「
真
に
国
民
的
で
社
会
主
義
的
な
」
国
と
み
な

し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
か
れ
の
以
下
の
主
張
を
み
て
み
よ
う
。

　
「
ロ
シ
ア
が
、
こ
れ
を
最
後
と
し
て
目
ざ
め
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
は
世
界
は
、
国
民
的
奇
蹟
を
み
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
こ
の
目
ざ
め
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ロ
シ
ア
に
社
会
主
義
的
な
国
民
国
家
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
」
　
「
わ
れ
わ
れ
が
ロ
シ
ア
に
注
目
す
る
の
は
、
ロ
シ
ア
が
も
っ
と
も
早
く
、
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

わ
れ
と
と
も
に
社
会
主
義
の
道
を
歩
む
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
」
。
　
こ
の
よ
う
に
か
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
仮
定
の
う
え
に
た
っ
て
、
自
己
の
論

を
展
開
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
二
五
年
の
時
点
で
、
ロ
シ
ア
を
国
民
的
な
社
会
主
義
を
樹
立
し
た
国
と
は
み
な

し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
シ
ル
ト
の
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
工
業
政
策
へ
の
低
評
価
か
ら
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ロ
シ
ア
を
「
真
に
国
民
的
で

社
会
主
義
的
な
」
国
と
み
な
し
て
い
た
、
以
前
の
見
解
か
ら
後
退
し
た
と
い
う
主
張
を
引
き
だ
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
ま
し
て
そ
の
よ
う
な
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

退
を
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
影
響
に
帰
せ
し
め
る
の
は
、
早
計
に
す
ぎ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
に
◎
に
お
け
る
シ
ル
ト
の
根
拠
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
⇔
に
お
い
て
シ
ル
ト
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
国
民
主
義
と
社
会
主
義
と
の
関

係
を
、
目
的
－
手
段
関
係
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
に
注
目
し
、
こ
こ
に
か
れ
の
主
張
の
修
正
を
読
み
と
っ
て
い
る
。
だ
が
か
れ
は
、
バ
ン
ベ

ル
ク
会
議
後
に
、
果
し
て
両
者
の
相
互
関
係
を
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
故
、
ま
ず
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
の
時
期
に
お
け
る
両
者
の
関
係
を
、
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
一
九
二
五
年

執
筆
の
あ
る
著
述
の
中
で
、
国
民
社
会
主
義
の
最
終
目
的
を
「
ド
イ
ツ
の
自
由
」
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
方
法
と
し
て
「
こ
の

目
的
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
わ
が
民
族
内
の
無
権
利
な
部
分
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
労
働
者
層
を
…
…
賃
金
奴
隷
の
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
解
放
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
」
と
の
べ
、
そ
の
時
に
は
、
ド
イ
ツ
の
労
働
潜
も
再
び
祖
国
愛
を
も
ち
、
　
「
再
び
国
民
的
に
も
の
を
考
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

感
ず
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
か
れ
は
、
　
「
ド
イ
ツ
の
自
由
」
（
国
民
主
義
）
を
匿
的
と
と
ら
え
、
そ
れ
を

実
現
す
る
手
段
と
し
て
、
労
働
者
の
社
会
的
解
放
（
社
会
主
義
）
の
時
期
的
・
段
階
的
先
行
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
民
主
義
と
社
会
主
義
と
の
関
係
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
後
に
変
化
を
み
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
れ
は
、
あ

　
　
　
　
　
へ
　
　
リ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

る
論
説
で
「
社
会
主
義
は
、
震
た
ち
〔
こ
ぶ
し
と
額
の
勤
労
老
〉
暑
簿
2
ε
ヨ
鳥
興
男
雪
ω
け
琶
α
ω
葺
頃
を
指
す
－
引
用
者
〕
に
よ
っ
て
な
し
と

、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
⑬

げ
ら
れ
る
。
社
会
主
義
に
よ
っ
て
、
潜
た
ち
は
ド
イ
ツ
を
解
放
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
べ
、
ま
た
別
の
論
説
で
『
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
者

で
あ
る
。
何
故
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
の
中
に
…
…
わ
れ
わ
れ
の
政
治
的
自
由
の
再
獲
得
と
ド
イ
ツ
国
家
の
更
新
へ
の
唯
一
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
み
る
か
ら
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
後
に
お
い
て
も
、
社
会
主
義
の
時
期
的
・
段
階

的
先
行
を
説
き
つ
つ
、
社
会
主
義
を
通
じ
て
国
民
主
義
を
実
現
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
か
れ
に
お
け

る
国
民
主
義
と
社
会
主
義
と
の
関
係
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
後
を
通
じ
て
変
化
が
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ル
ト
が
あ
げ
る
根

拠
は
、
前
述
の
⇔
に
お
い
て
も
妥
当
し
な
い
。

　
そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
そ
の
急
進
的
な
社
会
主
義
思
想
を
放
棄
し
た
と
説
く
、
マ
ン
ヴ
ェ
ル
と
フ
レ
ン
ケ
ル
の
主
張
を
検
討
し

て
み
よ
う
。
こ
の
両
者
は
、
実
は
放
棄
説
を
唱
え
な
が
ら
も
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
思
想
を
断
片
的
に
紹
介
し
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
会
議
前
後
の
時
期
に
わ
た
っ
て
、
か
れ
の
患
想
を
比
較
検
討
す
る
と
い
う
手
続
き
を
と
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
故
、
こ

の
両
名
の
よ
う
な
主
張
に
た
い
し
て
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
後
の
時
期
に
わ
た
っ
て
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
思
想
の
核
心
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を

取
出
し
、
そ
の
変
化
の
有
無
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
し
か
当
否
を
検
討
す
る
方
法
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
に
お
け
る
か
れ

の
思
想
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
構
想
の
根
底
に
あ
っ
た
も
の
は
、
労
働
者
と
国
民
と
の
結
合
、
な
い
し
彼
ら
の
国
民
の
中
へ
の
統
合
の
主
張

と
し
て
理
解
し
て
ゆ
け
ば
、
か
れ
の
思
想
の
核
心
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
か
れ
が
ド
イ
ツ
の
現
在
の
不
幸
な
事
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態
の
由
来
を
、
第
二
帝
政
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
一
一
月
革
命
に
で
は
な
く
、
一
九
世
紀
中
葉
以
来
の
ド
イ
ツ
の
工
業
化
の
中
に
求
め
て
い
る
一

節
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
工
業
化
の
進
展
に
よ
り
、
数
百
万
の
都
市
労
働
者
が
う
み
だ
さ
れ
た
が
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
彼
ら
は
「
国
家
と
国
民

か
ら
疎
外
さ
れ
る
状
態
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
何
故
な
ら
、
民
族
の
指
導
層
は
、
彼
ら
を
国
民
の
中
へ
引
き
い
れ
、
彼
ら
を
一
喜
一
憂
さ
せ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ら
、
国
民
と
い
う
存
在
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
ひ
き
つ
づ
い
て
、
　
「
国
家
と
い
う
結
集

体
か
ら
と
き
放
さ
れ
た
」
労
働
老
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
労
働
運
動
の
側
に
走
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
、
か
た
く
な
に

拒
絶
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
発
展
を
傍
観
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
犠
牲
を
は
ら
っ
て
で
も
、
第
四
階
層
を
国
民
へ
と
結
合
し
よ
う
と
す
る
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

み
を
決
し
て
行
な
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
」
と
、
労
働
者
問
題
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
冷
淡
な
態
度
を
非
難
す
る
。
そ
し
て
ゲ
ッ
ベ

ル
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
態
度
か
ら
生
じ
た
「
国
民
」
．
の
内
部
分
裂
を
克
服
す
る
こ
と
の
中
に
、
か
れ
の
本
来
の
課
題
を
み

い
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
階
級
闘
争
の
存
在
を
事
実
と
し
て
認
め
、
ま
た
労
働
者
の
経
済
闘
争
を
も
「
正
当
性
を
も
つ
」
と
し
て
容
認
し
て
い
る
。

し
か
し
か
れ
は
、
理
念
的
に
は
「
階
級
闘
争
は
、
ド
イ
ツ
民
族
を
二
つ
の
部
分
、
す
な
わ
ち
使
用
者
と
被
傭
者
へ
と
分
裂
さ
せ
、
一
つ
の
国
罠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
な
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
」
と
の
べ
て
、
階
級
闘
争
を
否
認
し
て
い
る
。
だ
が
こ
の
主
張
は
、
か
れ
が
伝
統
的
な
国
民
主
義
の
信

奉
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
由
来
す
る
の
で
は
な
い
。
か
れ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
説
く
国
元
主
義
を
批
判
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
国
民
的
に
な
る
の
は
、
国
民
的
思
想
が
彼
ら
に
財
産
と
平
穏
と
秩
序
と
を
保
障
す
る
限
り
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
」
と
。

ま
た
が
れ
ば
、
別
の
論
説
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
お
い
て
は
「
国
民
的
で
あ
る
こ
と
と
、
社
会
的
で
あ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
結
び
つ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
事
柄
で
あ
る
。
強
固
に
国
民
的
と
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
一
層
、
残
忍
に
非
社
会
的
と
な
る
」
と
の
べ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
主

張
す
る
国
民
主
義
が
、
実
は
彼
ら
の
経
済
的
利
益
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
説
く
国
民

主
義
の
中
に
は
、
社
会
聞
題
解
決
の
た
め
の
契
機
が
欠
如
し
て
い
る
と
き
め
つ
け
て
い
る
。

　
代
っ
て
ゲ
繊
ベ
ル
ス
は
、
新
し
い
社
会
主
義
的
な
国
民
主
義
を
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
「
国
民
的
と
社
会
主
義
的
と
い
う
概
念
は
、
矛
盾
し
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ゲッベルス像の修正（中村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
う
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
そ
の
反
対
で
あ
る
。
真
に
国
民
的
な
人
は
、
社
会
主
義
的
に
も
の
を
考
え
る
の
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
か
ら
、
国
罠
主

義
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
社
会
主
義
の
樹
立
が
必
須
の
前
提
と
な
る
と
い
う
、
か
れ
の
前
述
の
構
想
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
か
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
国
民
内
部
の
亀
裂
を
克
服
し
、
新
し
い
民
族
共
同
体
、
つ
ま
り
社
会
主
義
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
か
れ
の
構
想
に
お
い
て
は
、
こ
の
肝
心
の
部
分
が
も
っ
と
も
不
明
瞭
な
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
を
信
奉
す
る
労
働
者
を
再
び
国
民
の
中
へ
統
合
す
る
方
策
と
し
て
、
彼
ら
に
「
所
有
へ
の
参
加
」
　
「
所
有
権
」
を
あ
た
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

る
こ
と
を
強
調
し
、
こ
の
構
想
は
、
一
九
二
六
年
二
月
中
旬
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
、
か
れ
の
論
説
に
し
き
り
と
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
き
て
い
る
。

だ
が
か
れ
の
論
説
か
ら
は
、
そ
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、
か
れ
の
意
中
に
あ
っ
た
も

の
を
推
測
し
て
み
る
ほ
か
手
段
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
結
論
を
の
み
こ
こ
に
記
し
て
お
け
ば
、
か
れ
の
構
想
は
、
労
働
老
に
一
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
割
合
で
企
業
の
株
券
を
配
分
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
構
想
は
、
そ
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
民
族
共
同
体
へ
の
移
行
に
あ

た
り
、
か
れ
が
希
望
を
託
し
た
社
会
層
に
つ
い
て
の
指
摘
は
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
。
か
れ
は
、
民
族
共
岡
体
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
演
ず
る
べ
き
役
割
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
る
。
か
れ
は
、
「
こ
の
目
的
〔
国
民
の
完
成
の
意
－
引
用
者
〕
は
、
こ
の
両
グ

ル
ー
プ
〔
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
意
－
引
用
者
〕
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
一
方
…
…
に
よ
っ
て
の
み
、
た
た
か
い
と
ら
れ
る
。
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
、
わ
れ
わ
れ
の
闘
争
に
役
立
た
な
い
な
ら
ば
、
資
本
主
義
の
鎖
か
ら
の
ド
イ
ツ
の
解
放
に
必
要
な
闘
争
グ
ル
ー
プ
を
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
中
に
求
め
る
以
外
に
、
い
っ
た
い
な
に
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
の
べ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
へ
の
信
奉
を
告
白
し
て
い
る
。
「
わ
た
く
し
は
…
…
被
抑
圧
者
の
一
人
と
し
て
…
…
彼
ら
の
側
に
た
つ
。
わ
た
く
し
は
、
生
活
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
た
た
か
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
た
ち
、
た
ち
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
わ
た
く
し
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
信
ず
る
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

わ
た
く
し
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
中
に
お
け
る
社
会
主
義
を
信
ず
る
」
と
。

　
以
上
に
紹
介
し
た
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
ま
で
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
主
張
億
、
そ
れ
で
は
こ
の
会
議
以
後
、
変
化
を
み
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

19 （679）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
な
る
ほ
ど
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
後
の
か
れ
の
論
説
に
は
、
現
存
の
国
家
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
階
級
国
家
」
と
き
め
つ
け
る
よ
う
な
、
新
し
い
用

語
が
登
場
す
る
。
だ
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
こ
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
階
級
国
家
」
に
お
い
て
は
、
　
コ
七
〇
〇
万
人
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
、
一
切

の
生
産
手
段
を
手
中
に
結
合
し
て
い
る
資
本
主
義
に
無
条
件
に
引
渡
さ
れ
、
こ
う
し
て
も
っ
と
も
低
廉
な
価
格
で
、
自
己
の
唯
一
の
資
本
で
あ

る
労
働
力
を
販
売
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
彼
ら
は
、
共
同
体
…
…
一
そ
れ
が
民
族
、
国
家
、
国
民
と
呼
ば
れ
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

1
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
の
べ
て
、
や
は
り
労
働
老
の
「
国
民
」
か
ら
の
排
除
と
い

う
局
面
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
ゲ
・
ベ
ル
ス
は
・
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
後
も
・
「
所
有
へ
の
参
加
」
を
説
き
つ
づ
け
て
い
勧
・
た
だ
し
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
・
あ
い
か

わ
ら
ず
漠
然
と
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
か
れ
は
、
交
通
手
段
、
ト
ラ
ス
ト
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
な
ど
の
国
有
化
、
土
地
、
河
川
、
山
、
森
林
、
地

下
資
源
は
、
原
則
と
し
て
は
民
族
の
所
有
物
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
現
在
の
所
有
者
が
そ
れ
ら
を
全
体
の
利
益
に
反
し
て
悪
し
ざ
ま
に
管
理
し
た

場
合
に
は
、
国
家
の
手
に
よ
る
没
収
を
提
案
し
て
い
る
。
だ
が
一
般
に
私
企
業
に
関
し
て
、
か
れ
は
、
創
造
的
才
能
を
必
要
と
す
る
企
業
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ア
ウ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
テ
イ
ル
ソ

各
人
の
私
有
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
「
こ
ぶ
し
で
あ
れ
、
　
額
　
で
あ
れ
、
創
造
的
に
生
産
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
び
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

所
有
と
生
産
の
利
益
に
広
範
囲
に
参
加
す
る
保
障
を
、
国
家
が
ひ
き
う
け
る
」
こ
と
を
、
提
案
し
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

　
民
族
共
同
体
へ
の
移
行
に
関
し
て
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
と
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
主
張
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
か
れ
は
、

「
階
級
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
…
…
新
し
い
〔
ド
イ
ツ
の
一
引
用
者
〕
形
成
を
な
し
と
げ
う
る
な
ど
と
考
え
る
の
は
、
迷
信
で
あ
る
。

…
…
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
、
階
級
と
し
て
自
ら
の
歴
史
的
役
割
を
演
じ
終
っ
て
お
り
、
も
っ
と
若
い
、
健
全
な
階
級
の
創
造
的
精
神
に
道
を
ゆ

ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
お
と
の
べ
て
・
ブ
ル
ジ
・
ワ
ジ
ー
に
は
・
依
然
と
し
て
・
期
待
を
よ
せ
て
は
い
な
い
・
だ
が
か
れ
は
・
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
バ
イ
タ
じ
ト
ウ
　
ム

と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
双
方
を
包
括
す
る
概
念
と
し
て
「
勤
労
老
層
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
な
が
ら
、
ひ
き
つ
づ
い
て
以
下
の
よ
う
に

主
張
し
て
い
る
。
　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
代
っ
て
、
勤
労
者
層
と
い
う
若
い
階
級
…
…
が
登
場
す
る
。
こ
の
勤
労
者
層
は
、
未
来
に
向
っ
て
ド

イ
ツ
の
た
め
に
活
動
す
る
す
べ
て
の
も
の
…
…
を
内
包
し
て
い
る
」
と
。
こ
の
よ
う
に
か
れ
は
、
民
族
共
同
体
の
樹
立
に
さ
い
し
プ
ロ
レ
タ
リ
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ア
ー
ト
の
演
ず
る
べ
き
役
．
割
に
大
き
な
期
待
を
か
け
る
と
と
も
に
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
役
割
に
も
、
よ
り
一
層
大
き
な
力
点
を
お
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
が
相
違
と
い
え
ば
相
違
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
考
察
全
体
を
通
じ
て
、
マ
ン
ヴ
ェ
ル
、

フ
レ
ン
ケ
ル
の
主
張
と
は
異
な
り
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
思
想
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
後
に
お
い
て
基
本
的
な
変
化
の
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

①
　
ω
O
げ
潔
α
、
O
笹
無
W
二
〇
Q
g
H
刈
蒔
F
H
“
α
．

②
③
N
ミ
3
Q
Q
．
嵩
9
　
　
　
　
　
　
　
④
　
富
ミ
■
「
ω
顧
ミ
9

⑤
国
δ
h
周
葺
N
票
ヰ
日
参
諺
㎝
麟
昌
O
o
o
げ
げ
巴
ω
＜
o
日
b
。
舳
出
面
N
H
り
b
。
◎
切
ロ
㌣

　
α
①
。
。
錠
。
三
〈
鋭
。
三
①
コ
N
（
以
下
切
〉
囚
と
略
記
）
裟
ω
回
。
。
ω
り
目
＼
。
。
㎝
ご
切
忌
h

　
O
o
o
σ
σ
¢
冨
．
p
昌
閃
H
寓
N
6
雰
げ
日
㊤
昌
コ
ぐ
。
ヨ
ω
．
》
再
現
一
露
①
匂
ぽ
置
こ
G
ゆ
G
。
㊤
H
H
＼

　
ω
蒔
ド
な
お
こ
の
舅
肖
詳
N
目
更
け
ヨ
騨
昌
昌
が
、
シ
ュ
ト
ラ
イ
タ
ー
出
版
社
の
経
営
主

　
で
あ
る
。

⑥
O
o
。
σ
σ
φ
グ
ト
§
駐
鼠
ミ
襲
§
こ
”
鰻
器
葬
§
糟
ぴ
Q
罫
臼
隅
へ
§
§
茜
賊
や
隷
一

　
ミ
ミ
ミ
集
魚
凡
ミ
O
篭
§
｝
§
δ
§
渓
q
ミ
偽
魯
ミ
嚥
鮮
㌧
メ
（
N
三
9
（
呂
噛
ω
霞
。
詳
Φ
㍗

　
＜
g
お
）

⑦
累
㊤
賦
。
卍
巴
ω
o
臥
巴
勝
目
玩
。
画
臼
切
。
『
9
9
〈
房
諺
鵠
押
さ
馬
帖
§
ミ
恥
g
ミ
ミ
㍗

　
驚
禦
ぎ
切
こ
導
く
。
ヨ
一
伊
○
写
・
お
誤
鴨
U
霧
毎
ω
ω
一
ω
o
げ
。
勺
δ
げ
一
Φ
旨
嘲
帖
驚
熱

　
ド
㎝
・
累
。
〈
」
8
α
・
以
下
、
同
誌
を
高
師
蕊
爵
と
略
記
す
る
。

⑧
　
h
§
§
O
茅
野
廼
ミ
き
の
梱
H
O
。
．

⑨
⑩
U
霧
凄
。
。
鉱
ω
。
冨
摩
。
菖
①
葺
暴
切
蔑
爵
く
」
9
客
。
く
■
一
露
9

⑪
　
つ
い
で
に
指
摘
し
て
お
く
な
ら
ば
、
『
レ
ー
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
ー
か
』
と
題
す
る
演

　
説
が
行
な
わ
れ
た
一
九
二
六
年
二
月
一
九
日
は
、
バ
ソ
ベ
ル
ク
会
議
の
五
日
後
で

　
あ
り
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
訪
問
（
四
月
上
旬
）
以
前
で
あ
る
。
わ
ず
か
五
日

　
間
で
、
シ
ル
ト
の
主
張
す
る
よ
う
な
見
解
の
修
正
な
ど
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
故
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
以
下
『
レ
ー
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
…
か
』
を
、
バ
ン
ベ

　
ル
ク
会
議
ま
で
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
主
張
が
も
り
こ
ま
れ
た
史
料
と
し
て
取
扱
う
。

⑫
b
翁
ミ
§
ミ
＆
噺
§
的
宅
ミ
馬
。
蓉
ぎ
無
ミ
ミ
§
（
O
話
一
｛
。
。
！
爵
旦
。
ζ
）
、
ω
」
◎

　
切
｝
囚
”
翼
ω
b
。
①
＼
旨
b
。
蒔
．
な
お
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
、
こ
の
著
述
を
公
刊
し
た
の
は
、
一

　
九
二
五
年
一
〇
月
で
あ
る
（
b
蕩
§
鷺
寒
雷
塁
起
智
給
辱
高
Q
。
S
富
溌
遣
畿
＼
N
9

　
訂
ω
曽
く
・
出
魯
づ
暮
霞
⑦
写
興
〔
ω
ε
津
σ
q
ρ
拝
お
2
〕
・
ω
・
。
。
刈
・
以
下
、
こ
の
日
記

　
を
鐸
ぴ
と
略
記
す
る
）
。

⑭
　
℃
H
g
o
＄
ユ
暮
ロ
ロ
仙
切
。
笥
σ
q
⑦
o
匿
ρ
ヒ
の
切
畿
§
＜
．
ド
属
。
＜
’
一
〇
b
⊃
①
．

⑭
芝
帥
毎
旨
ω
凶
巳
鼠
円
ω
。
N
芭
尻
酔
。
え
輸
b
ミ
さ
薦
瞳
ミ
〈
」
9
冒
｝
一
巳
b
。
。
。
’

⑮
⑯
　
卜
§
多
面
．
霞
ミ
ミ
～
▼
ω
「
α
‘

⑰
5
p
ω
ω
。
爵
ρ
葺
℃
h
霧
島
く
。
涛
ω
σ
q
。
旨
⑦
ぎ
ω
。
冨
h
戸
毎
○
。
Φ
喜
⑦
す
b
龍
§
ミ
鴨

　
需
塁
。
N
ミ
§
窪
切
義
爵
§
N
恥
譜
§
。
題
§
（
N
三
。
ξ
戸
。
ζ
）
”
ω
」
蒔
．
以
下
、

　
こ
の
論
説
集
を
勢
と
略
記
す
る
。
な
お
こ
れ
は
、
か
れ
が
一
九
二
六
年
一
月
四

　
日
ま
で
に
発
黙
し
た
論
説
を
ま
と
め
て
、
隔
年
六
月
に
公
刊
し
た
も
の
で
あ
る

　
（
蒔
ぴ
～
鮮
謬
言
鷺
F
b
。
ド
匂
口
論
↑
㊤
b
。
①
）
。

⑱
U
霞
2
窪
げ
。
雪
畠
ω
国
9
簿
曽
ユ
罫
N
釦
ψ
段
＼
郭

⑲
b
§
ミ
§
駕
S
♪
ω
。
伊

⑳
U
δ
男
面
象
冨
房
圃
①
目
星
σ
q
伍
。
ω
Q
。
。
N
芭
瞬
。
。
ヨ
葛
℃
量
切
義
爵
メ
届
◆
U
o
N
。

　
ち
ト
。
伊

⑳
　
卜
§
§
o
繕
冬
型
ミ
ツ
ψ
①
■

⑫
u
睾
ミ
§
ミ
さ
♪
。
。
誌
．

働
拙
稿
「
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
国
民
社
会
主
義
像
一
一
九
二
五
年
～
一
九
二
六
年
初

　
頭
に
お
け
る
一
」
『
寧
楽
聖
苑
』
二
〇
号
・
一
九
七
丁
年
、
八
～
九
ペ
ー
ジ
を
参
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照
さ
れ
た
い
。

⑧
　
　
同
｛
○
～
一
　
一
。
へ
ー
ジ
。

⑯
　
∪
冨
切
巴
障
巴
芭
Φ
崔
旨
σ
q
鐸
の
o
N
貯
蕾
ヨ
霧
鴫
宅
の
切
箆
爵
く
9
嶺
■
U
。
N
■
お
ト
。
伊

⑳
∪
霞
臼
碧
げ
。
塁
臼
ω
勺
8
翼
騨
ユ
罫
N
釦
ω
．
㎝
8

⑳
U
ミ
≧
§
ら
。
罫
等
還
§
画
“
ミ
誠
這
§
ミ
§
鳶
噛
、
§
趨
寒
ミ
§
ミ
8
蔑
ミ
㍗

　
無
§
（
国
＝
）
①
門
h
Φ
一
α
讐
　
0
9
一
）
團
ψ
伊
筆
者
は
、
こ
の
著
述
の
出
版
年
代
に
つ
ぎ
、

　
現
代
史
研
究
所
囲
昌
ω
賦
け
暮
団
葺
N
o
諄
α
q
o
ω
。
三
〇
プ
げ
。
（
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
の
ヘ
ル

　
ム
ー
ト
ー
ー
ハ
イ
バ
ー
博
士
に
書
簡
で
問
い
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
御

　
撒
示
を
得
た
。
す
な
わ
ち
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
記
の
原
文
は
、
手
書
き
で
あ
り
、
一

　
九
二
六
年
一
〇
月
【
六
日
附
の
箇
所
に
は
、
蜜
Φ
ぎ
器
鐸
禽
累
震
尻
。
N
＝
ω
峠
．
：
と

　
あ
り
、
以
下
、
原
稿
破
損
の
た
め
、
判
読
が
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
の
末

　
尾
に
は
、
｛
窪
鉱
σ
q
も
し
く
は
雪
ω
。
三
㊦
コ
窪
と
い
う
語
を
補
な
う
べ
き
で
あ
ろ
う

　
と
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
こ
の
著
述
を
上
梓
な
い
し
出
版
し
た
の
は
、
二
六
年
一
〇
月

　
中
旬
と
考
え
て
よ
い
。

⑳
き
ミ
辱
Q
Q
・
同
幽
．

⑳
ω
o
賦
巴
。
津
9
σ
q
㊦
砦
α
ω
ε
9
コ
紗
≧
の
切
ミ
善
く
」
■
》
℃
三
お
b
。
Φ
…
ノ
く
鶴

　
三
身
9
H
9
霧
ω
。
｝
さ
≧
び
。
一
8
尾
、
b
ミ
さ
軽
、
ミ
〈
」
ω
．
○
寒
」
旨
O
．

⑳
b
ミ
、
〉
ぎ
㍗
⑦
鼠
、
。
。
L
伊

⑳
奪
ミ
．
、
ω
」
ド

⑫
き
ミ
こ
ω
，
這
圏

⑳
　
た
だ
し
本
稿
で
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
主
張
の
検
討
は
、
一
九
二
八
一
二
九
年
頃

　
ま
で
に
し
か
及
ん
で
い
な
い
。
従
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
に
お
け
る
か
れ
の
主

　
張
の
一
貫
性
を
説
く
ケ
ル
の
見
解
の
当
否
に
は
、
全
面
な
か
た
ち
で
は
ふ
れ
な
い

　
で
し
ま
っ
て
い
る
。
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第
三
章

ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
阻
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー

お
よ
び
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
関
係

　
こ
の
章
で
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
グ
レ
ー
ゴ
ル
睦
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
関
係
悪
化
の
時
期
、
お
よ
び
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
の
時
期
に

関
す
る
諸
説
の
対
立
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
、
当
初
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
罰
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
き
わ
め
て
親
密
な
協
力
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
か
れ
は
、
シ
ュ

ト
ラ
ッ
サ
ー
と
と
も
に
例
の
労
働
共
同
団
結
成
の
意
図
を
固
め
て
い
た
頃
の
日
記
に
、
　
「
か
れ
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
す
ば
ら
し
い
人
物
が
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
両
者
の
協
力
関
係
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
う
け
て
、
労
働
共
同
団
の
創
立
会
議
を
、
一
九
二
五
年
九
月
一
〇
日
バ
ー
ゲ
ン
に
開
催
す
る
べ
く
努
力
し
、
ま
た
一
〇
月
九
日
に
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

両
老
の
署
名
入
り
の
労
働
共
同
団
規
約
が
発
表
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
バ
ー
ゲ
ン
会
議
か
ら
第
二
回
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
グ
レ
ー
ゴ

ル
睡
シ
．
一
ト
ラ
ッ
サ
ー
両
名
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
た
い
す
る
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
両
名
が
労
働
共
同
団
の
結
成
に
尽
力
し
た
の

は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
本
部
か
ら
、
と
り
わ
け
エ
ッ
サ
ー
の
影
響
力
を
排
除
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
共
同
団
の
戴
立
を
ヒ
ト
ラ
ー
に
向
け
る
た

め
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
両
名
の
意
図
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
そ
の
日
記
の
中
で
、
エ
ッ
サ
ー

を
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
災
の
も
と
」
と
呼
び
、
労
働
共
同
団
の
活
動
と
『
国
民
社
会
主
義
通
信
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
　
「
ヒ
ト
ラ
ー
に
、
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
考
え
を
分
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
、
ま
た
あ
ら
か
じ
め
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
意
図
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン

の
党
指
導
者
フ
ォ
プ
ケ
が
、
そ
の
手
記
に
、
　
「
こ
の
独
裁
〔
エ
ッ
サ
ー
の
専
横
な
党
運
営
の
意
一
1
引
用
者
〕
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
　
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
九
月
一
〇
日
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
バ
ー
ゲ
ン
に
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
が
召
集
し
た
会
議
の
意
図
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
謀
反
の
意
図
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
さ
ら
に

ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
あ
て
の
書
簡
で
バ
ー
ゲ
ン
会
議
の
模
様
を
知
ら
せ
た
さ
い
、
　
「
す
べ
て
の
出
席
者
は
、
討
議
の
中
で
、
北
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

・
西
部
ド
イ
ツ
大
管
区
労
働
共
同
団
は
、
決
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
鉾
先
を
向
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
」
と
わ
ざ
わ
ざ
報
告

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
両
名
が
協
力
し
て
作
成
し
た
労
働
共
同
団
規
約
の
第
四
条
に
は
、
共
同
期
の
結
成
と
『
国
民
社
会
主
義
通
信
』
の

刊
行
と
は
、
と
も
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
承
認
を
得
て
い
る
と
記
載
さ
れ
、
第
一
二
条
に
は
、
こ
の
共
同
団
加
入
の
大
管
区
指
導
者
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

指
導
下
に
活
動
す
る
と
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
め
ら
れ
る
。

　
な
お
ヒ
ト
ラ
ー
自
身
が
、
労
働
共
同
期
の
活
動
に
、
当
初
は
、
危
惧
の
念
を
い
だ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
附
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
本
部
の
ヒ
ト
ラ
ー
事
務
局
か
ら
党
地
方
組
織
あ
て
に
だ
さ
れ
た
指
示
の
中
で
は
、
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
が
労
働
共
同
団
の
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ル
ッ
グ

頼
で
刊
行
し
た
『
国
民
社
会
主
義
老
の
小
a
b
c
』
が
全
党
員
に
よ
っ
て
閲
読
さ
れ
、
ま
た
『
国
民
塁
塞
主
義
通
信
』
が
大
管
区
お
よ
び
支

ル
ツ
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

部
の
指
導
者
に
よ
っ
て
購
読
さ
る
べ
き
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
ま
で
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
臼
記
の
随
所
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
礼
讃
の
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
落
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し
て
は
な
ら
な
い
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
ラ
…
の
『
わ
が
闘
争
』
第
一
巻
に
つ
き
、
か
れ
の
「
政
治
的
本
能
」
に
「
す
っ
か
り
感
激
し
て
し

　
⑨

ま
う
」
と
の
べ
、
ま
た
こ
の
書
物
を
「
引
き
裂
か
れ
る
よ
う
な
緊
張
感
」
を
も
っ
て
読
了
し
た
の
ち
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
「
半
ば
人
で
、
半
ば
神
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

本
当
の
と
こ
ろ
キ
リ
ス
ト
な
の
か
。
そ
れ
と
も
ヨ
ハ
ネ
な
の
か
」
と
い
う
感
想
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
な
に
よ
り
も
願

っ
て
い
た
の
は
、
エ
ッ
サ
ー
、
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
た
ち
を
と
び
こ
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
じ
か
に
接
触
し
、
自
己
の
考
え
を
か
れ
に
伝
え
る
こ

　
　
　
　
⑪

と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
会
見
で
き
た
時
の
喜
び
を
、
　
「
わ
た
く
し
は
、
全
く
幸
せ
だ
」
と
記
し
、
か
れ
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
王
老
」
　
「
生
れ
な
が
ら
の
護
民
官
。
未
来
の
独
裁
者
」
と
ほ
め
た
た
え
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
第
二
圓
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
の
席
上
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
党
外
追
放
を
要
求
す
る
発
言
を

行
な
っ
た
の
か
否
か
の
問
題
を
、
こ
こ
で
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
な
る
ほ
ど
ハ
イ
パ
ー
は
、
第
二
無
帽
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
の
席
上
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
追
放
発
言
を
否
定
は
し
て
い
る
が
、
別
の

機
会
に
同
じ
趣
旨
の
発
言
を
行
な
っ
た
ら
し
い
と
の
推
測
を
下
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
ハ
イ
バ
！
は
、
e
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
が
、

の
ち
に
し
ば
し
ば
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
ー
追
放
発
言
を
引
合
い
に
だ
し
た
こ
と
、
口
第
二
回
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
に
近
い
時
期
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ト
ラ
…
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
e
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
が
、
の
ち
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
激
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

対
立
関
係
に
た
つ
に
い
た
っ
た
と
い
う
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
⇔
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
根
拠
は
な
に
も
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
の
献
辞
つ
き
の
贈
物
を
一
九
二
五
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
際
に
受
取
っ
て
お
り
、

そ
れ
か
ら
一
ケ
月
ほ
ど
の
間
に
、
両
者
の
関
係
の
悪
化
を
示
す
よ
う
な
事
態
は
な
に
も
感
知
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は

二
六
年
一
月
に
入
っ
て
ま
も
な
く
、
　
ヒ
ト
ラ
ー
を
レ
ー
ニ
ン
に
代
る
べ
き
二
者
択
一
の
鮨
導
者
と
し
て
称
揚
す
る
『
レ
；
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

か
』
と
題
す
る
演
説
の
原
稿
執
筆
を
再
開
し
て
お
り
、
ま
た
同
年
一
月
二
〇
日
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
の
書
簡
到
着
を
「
大
き
な
喜
び
」
で
迎

え
て
い
る
。
以
上
の
根
拠
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
発
言
に
関
す
る
ハ
イ
パ
ー
の
主
張
は
支
持
で
き
な
い
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

　
な
る
ほ
ど
シ
ル
ト
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
追
放
発
言
に
は
態
度
を
保
留
し
て
い
る
。
だ
が
他
方
で
か
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
他
の
会
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ゲッベルス像の修正（中村）

議
参
加
老
よ
り
も
早
目
に
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
を
辞
去
し
、
従
っ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
党
首
と
し
て
の
資
格
を
め
ぐ
る
討
議
に
は
、
部
分
的
に
し
か
参
加

し
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
全
く
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
第
二
回
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
会
議
に
関
す
る
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

記
に
、
党
首
問
題
の
討
論
の
模
様
を
全
く
記
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。
た
し
か
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
こ
の
会

議
の
翌
日
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
罰
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
に
「
昨
晩
、
わ
れ
わ
れ
が
辞
去
し
た
の
ち
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
で
は
、
な
お
ど
ん
な
こ
と
が
論
議
さ

　
　
　
⑲

れ
た
の
か
」
と
問
い
あ
わ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
マ
ン
ヴ
ェ
ル
、
フ
レ
ン
ケ
ル
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
発
言
否
認
の
理
由
で
あ
る
。

こ
の
両
名
は
、
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
が
実
際
に
そ
の
よ
う
な
発
言
を
行
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
日
記
の
中
で
そ
れ
を
自
慢
し
て
書
き
記
し
た
筈
だ

　
　
　
　
　
　
⑳

と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
推
察
は
、
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
の
席
上
で
ヒ
ト
ラ
ー
の
演

説
に
幻
滅
を
感
じ
た
時
に
は
、
日
記
の
中
に
ヒ
ト
ラ
ー
を
「
反
動
」
と
書
き
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
シ
ル
ト
の
態
度
保
留
は
、

慎
重
に
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
か
れ
が
推
察
し
た
よ
う
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
党
首
と
し
て
の
資
格

を
め
ぐ
る
討
議
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
か
れ
の
日
記
に
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
記
載
が
全
く
欠
け
て
い
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
関
係
の
悪
化
お
よ
び
そ
の
原
因
に
関
す
る
考
察
に
筆
を
す
す
め

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
後
、
両
者
の
友
好
関
係
に
さ
し
あ
た
り
変
化
の
な
い
こ
と
を
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
一
九
二
六
年
三
月
六
日
附
の
日
記
に
、
　
「
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
（
申
し
分
の
な
い
男
だ
」
と
記
し
て
お
り
、
他
方
で
シ
ュ
ト

ラ
ッ
サ
…
も
、
三
月
末
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
演
説
す
る
よ
う
招
待
さ
れ
た
時
、
か
れ
に
「
貴
方
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

演
説
す
る
の
は
、
嬉
し
い
こ
と
だ
」
と
書
き
送
り
、
当
地
で
は
慎
重
に
振
舞
う
よ
う
に
と
、
好
意
的
な
助
言
を
あ
た
え
て
い
る
。

　
リ
ー
ス
と
シ
ャ
イ
ラ
…
は
、
一
九
二
六
年
八
月
以
降
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
…
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
と
主
張
し

て
い
る
。
彼
ら
が
そ
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
る
の
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
八
月
に
『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ャ
ー
・
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー
』
紙
に
発
表
し
た
論
説
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で
あ
る
。
リ
ー
ス
と
シ
ャ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論
説
の
中
で
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
…
を
先
頭
と
す
る
北
部
ド
イ
ツ
の
党
員
た

ち
を
「
革
命
家
」
で
は
な
い
と
呼
び
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
背
後
に
た
つ
こ
と
は
、
な
ん
ら
「
ダ
マ
ス
ク
ス
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
、
自
ら

の
転
向
を
釈
明
し
て
い
る
と
い
雇
さ
ら
に
リ
［
ス
は
・
ゲ
・
ベ
ル
ス
↓
・
ト
ラ
ッ
サ
i
関
係
亜
心
化
の
例
証
と
し
て
・
以
下
の
よ
う
な
ゲ
・

ベ
ル
ス
の
日
記
の
内
容
を
引
用
し
て
い
る
。
　
「
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
よ
り
来
信
。
か
れ
あ
て
に
反
僑
。
わ
れ
わ
れ
絹
互
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
深

刻
な
対
立
。
だ
が
こ
れ
は
、
解
決
が
つ
く
で
あ
ろ
う
」
（
二
六
年
八
月
四
旨
附
）
　
「
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
、
わ
た
く
し
を
ひ
ど
く
嫉
妬
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
わ
た
く
し
に
た
い
す
る
、
か
れ
の
無
作
法
で
軽
率
な
振
舞
い
が
説
明
で
き
る
の
だ
」
（
同
九
月
二
三
日
附
）
。

　
し
か
し
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
グ
レ
！
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
関
係
が
、
一
九
二
六
年
八
月
以
降
、
悪
化
し
た
と
み
な
す
こ
と
に
は
疑
問
が

あ
る
。
何
故
な
ら
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
同
年
八
月
三
日
附
の
書
簡
で
、
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
就
任
の
件
に
関
し
、
オ
ッ
ト
i
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

サ
ー
に
悩
み
を
打
明
け
て
相
談
し
て
お
り
、
他
方
で
オ
ッ
ト
ー
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
側
も
、
九
月
＝
日
附
の
書
簡
で
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ

ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
間
に
わ
だ
か
ま
る
、
す
べ
て
の
障
害
が
取
除
か
れ
、
　
「
貴
方
が
古
く
か
ら
の
友
情
と
信
頼
の
う
え
に
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
肩
を
並
べ
て
た
た
か
う
よ
う
に
な
る
」
こ
と
を
期
待
す
る
と
書
き
送
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
記
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。
　
「
一
四
日
間
の
旅
行
。
…
…
多
く
の
友
人
に
、
わ
た
く
し
は
会
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
〔
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

レ
！
ゴ
ル
の
こ
と
1
引
用
者
〕
…
…
と
会
う
の
が
嬉
し
い
」
（
二
六
年
一
〇
月
五
日
附
）
と
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
関
係
が
一
九
二
六
年
八
月
以
降
、
悪
化
し
た
と
す

る
リ
ー
ス
と
シ
ャ
イ
ラ
ー
の
主
張
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
時
点
で
両
者
の
問
に
少
な
く
と
も
何
か
わ
だ
か

ま
り
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
こ
れ
は
、
何
故
、
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
後

の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
ヒ
ト
ラ
…
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
が
、
手
掛
り
を
あ
た
え
て
く
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
本
稿
第
＝
早
の
末
尾
に
要
約
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
諸
研
究
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
後
の
あ
る
時
期
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス

が
グ
レ
ー
ゴ
ル
朦
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
か
ら
離
れ
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ほ
う
へ
移
行
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
二
六
年
四
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月
＝
二
日
附
日
記
の
中
に
、
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
を
読
み
と
っ
て
い
る
の
は
、
ノ
ー
ク
ス
と
オ
ー
ロ
ウ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
両
名
が
、

そ
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の
は
、
甚
だ
曖
昧
で
あ
る
。
ノ
ー
ク
ス
の
場
合
、
強
い
て
そ
れ
を
求
め
て
み
れ
ば
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
で
南

部
ド
イ
ツ
の
党
員
た
ち
の
自
家
用
車
に
心
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
日
和
見
主
義
と
い
う
指
摘
の
中
に
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
オ
ー
ロ
ウ
の
見
解
も
こ
れ
に
近
い
。
か
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
四
月
上
旬
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
滞
在
中
に
ヒ
ト
ラ
…
か
ら
受
け
た
手
厚

い
待
遇
を
あ
げ
、
　
「
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
社
会
的
・
人
間
的
劣
等
感
に
つ
い
て
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
鋭
敏
な
感
覚
へ
の
硯
滴
で
あ
っ
た
」
と
主
張

し
て
い
る
。
だ
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
の
理
由
は
、
果
し
て
こ
の
両
名
の
主
張
す
る
よ
う
な
、
か
れ
の
人
間
的
弱
点
の
中
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
後
に
お
け
る
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
関
係
を
全
野
的
に
洗
い
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。
す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
会
議
前
に
お
け
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
…
へ
の
信
奉
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
し
て
か
れ
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
よ
う
な
傾
倒
を
維
持
し
た
ま
ま
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
側
の
主
張
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
支
持
を
と
り
つ
け
得
る
と
の
期
待
を
い
だ
い
て
、
バ
ン
ベ
ル

ク
会
議
に
出
席
す
る
。
し
か
し
こ
の
楽
観
的
な
期
待
は
、
幻
滅
に
変
る
。
か
れ
は
、
こ
の
会
議
で
、
反
ソ
ヴ
ェ
ト
政
策
の
採
用
、
王
侯
財
産
没

収
の
否
認
、
現
行
の
党
綱
領
の
容
認
な
ど
を
も
り
こ
ん
だ
ヒ
ト
ラ
ー
の
演
説
を
聞
い
た
時
の
感
想
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
「
わ
た
く

し
は
、
打
ち
の
め
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
と
は
何
者
か
。
反
動
な
の
か
。
…
…
わ
た
く
し
は
、
一
言
も
発
言
で
き
な
か
っ
た
。
…

…
わ
た
く
し
の
生
涯
で
、
も
っ
と
も
ひ
ど
い
失
望
だ
。
わ
た
く
し
は
、
も
は
や
心
の
底
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
を
信
じ
な
い
。
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
く
し
か
ら
、
心
の
支
え
が
取
り
さ
ら
れ
た
」
と
。

　
こ
の
日
記
の
箇
所
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
研
究
に
お
い
て
は
、
オ
ッ
ト
ー
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
の
主
張
を
否
認
す
る
根
拠
と
し
て
取
上

げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
信
奉
の
完
全
な
喪
失
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
の
ち
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
ほ
う
に
移
行
し
た
と
さ

れ
て
、
か
れ
の
日
和
見
主
義
を
確
証
す
る
史
料
と
し
て
も
引
用
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
日
記
の
記
述
を
、
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
ー

へ
の
信
頼
の
全
面
的
喪
失
を
物
語
る
も
の
と
受
取
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
の
五
日
後
に
、
か
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れ
が
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
『
レ
ー
ニ
ン
か
ヒ
ト
ラ
ー
か
』
と
題
す
る
演
説
を
行
な
っ
た
こ
と
を
想
い
だ
す
か
ら
で
あ
る
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
演
説
の
中
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
だ
け
が
真
の
民
族
共
同
体
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
か
れ
を
礼
賛
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
演
説
会
場

の
模
様
を
記
し
た
日
記
の
中
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
み
え
る
。
　
「
わ
た
く
し
は
、
三
時
間
、
演
説
し
た
。
息
づ
ま
る
よ
う
な
沈
黙
、
つ

　
　
　
　
　
　
⑫

い
で
賛
同
の
叫
び
」
と
。
か
れ
は
、
ケ
旨
趣
ヒ
ス
ベ
ル
ク
で
心
に
も
な
い
ヒ
ト
ラ
ー
礼
賛
の
芝
居
を
う
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
演
説
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
傾
倒
の
念
を
完
全
に
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
の
席
上
で
、
か
れ
が
ヒ
ト
ラ
ー
演
説
に
た
い
す
る
フ
ェ
ー
ダ
ー
、
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
、
エ
ッ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

！
な
ど
の
ヒ
ト
ラ
ー
側
近
の
反
応
に
気
を
く
ば
っ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
会
議
の
模
様
を
記
し
た
日
記
の
末
尾
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
わ
た
く
し
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
も
と
に
ゆ
き
、
か
れ
と
徹
底
的
に
話
し
あ
う
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

り
で
あ
る
。
か
れ
は
、
悪
党
ど
も
に
束
縛
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
」
と
。
つ
ま
り
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
直
接
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
会
談
を
希
望
し
、

あ
わ
せ
て
か
れ
の
側
近
に
非
難
を
向
け
て
い
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
二
六
年
二
月
一
＝
日
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
”
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
要
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
ハ
ノ
！
ヴ
ァ
会
議
の
席
上
で
、
　
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
側
」
に
一
時
的
な
勝
利
を
認
め
、
そ
の
間
に
労
働
共
同
団
の
力
を
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
る
決
議
が
下
さ
れ
た
が
、
そ
の
決
議
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
賛
成
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
よ
う
。
　
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
ミ
ェ
ン
ヘ
ン

側
」
と
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
エ
ッ
サ
ー
や
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
二
六
年
二
月
二

四
臓
附
の
日
記
に
は
、
か
れ
が
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
を
非
難
す
る
手
紙
を
ヒ
ト
ラ
ー
に
書
き
送
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
側
近
た
ち
」
が
ヒ
ト
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
精
力
的
に
煽
動
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
憂
慮
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
が
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の

信
奉
を
完
全
に
喪
失
し
た
の
で
は
な
く
、
か
れ
に
や
は
り
希
望
を
つ
な
い
で
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
か
れ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
傾
倒
を
強
め
始
め
る
。
前
述
の
一
九
二
六
年
二
月
二
四
日
の
日
記
に
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
「
オ
レ
ン
ジ
戦
争
」
と
題
す
る
論
説
を
執
筆
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
か
れ
は
、
こ
の
論
説
の
中
で
、
イ
タ
リ
ア
と
の
同
盟
の
た
め

に
、
南
部
テ
ィ
律
ル
の
ド
イ
ツ
系
住
民
の
復
帰
の
願
望
を
犠
牲
に
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
具
体
的
な
政
策
に
歩
み
よ
り
始
め
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て
い
る
。
さ
ら
に
二
六
年
三
月
＝
二
日
附
の
日
記
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
小
冊
子
『
南
部
テ
ィ
ロ
ル
問
題
と
ド
イ
ツ
同
盟
聞
題
』
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
。
　
「
非
常
に
明
確
で
、
堂
々
と
し
た
小
冊
子
で
あ
る
。
か
れ
は
、
ま
さ
し
く
頼
も
し
い
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
あ
り
、
支
配
者
だ
／
・
」
。

　
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
二
六
年
四
月
＝
二
日
附
の
日
記
を
こ
そ
、
も
っ
と
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
れ
は
、
こ
の
日
附
の
日
記

に
、
四
月
九
型
に
ヒ
ト
ラ
ー
と
会
談
し
た
時
の
感
想
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
質
問
を
す
る
。
か
れ
の
回
答
は
、
す

ば
ら
し
い
。
わ
た
く
し
は
、
か
れ
を
愛
す
る
。
社
会
問
題
。
全
く
新
し
い
洞
察
で
あ
る
。
か
れ
は
、
す
べ
て
を
考
え
ぬ
い
た
の
だ
。
か
れ
の
理

想
は
、
集
産
主
義
と
個
人
主
義
と
の
混
合
だ
。
土
地
お
よ
び
地
上
と
地
下
に
あ
る
も
の
は
、
民
族
の
所
有
と
な
る
。
生
産
に
関
し
て
は
、
創
造

的
な
も
の
は
、
個
人
主
義
的
に
経
営
さ
れ
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
、
ト
ラ
ス
ト
、
完
成
品
生
産
、
交
通
な
ど
は
、
社
会
化
さ
れ
る
。
…
…
わ
た
く
し

は
、
か
れ
に
す
っ
か
り
満
足
し
た
。
…
…
こ
の
よ
う
な
発
酵
す
る
精
神
の
持
ち
主
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
の
指
導
老
と
な
り
う
る
。
わ
た
く
し
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
の
偉
大
な
人
物
に
、
政
治
的
天
才
に
頭
を
下
げ
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ノ
ー
ク
ス
と
オ
ー
ロ
ウ
、
さ
ら
に
ケ
ル
も
、
こ
の
四
月
一
三
日
附
日
記
に
は
、
大
き
な
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る
。
だ
が
彼
ら
は
、
こ
こ
に
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

用
さ
れ
て
い
る
経
済
問
題
解
決
へ
の
ヒ
ト
ラ
ー
の
見
解
が
、
そ
の
ま
ま
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
の
ち
の
著
述
『
ナ
チ
目
ゾ
チ
』
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
て
は
い
な
い
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
見
解
を
『
ナ
チ
ー
ゾ
チ
』
の
中
に
採
用
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
四
月
九
日
の
時
点
で
、

か
れ
が
自
ら
の
社
会
主
義
的
見
解
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
見
解
と
は
両
立
し
う
る
と
み
な
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス

が
ヒ
ト
ラ
ー
に
「
す
っ
か
り
満
足
し
」
、
　
再
び
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
の
よ
う
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
傾
倒
に
立
戻
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
問
題

に
関
し
、
直
接
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
聞
き
あ
わ
せ
、
か
れ
と
の
意
見
の
一
致
を
ふ
ま
え
て
い
た
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
ゲ
ッ
ベ
ル

ス
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
見
解
に
賛
意
を
表
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
か
れ
の
「
ダ
マ
ス
ク
ス
」
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
本

稿
第
二
章
で
確
認
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
思
想
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
後
に
お
い
て
も
変
化
が
な
く
、

ま
た
こ
の
会
議
前
の
か
れ
の
思
想
的
枠
組
の
中
な
ら
ば
、
そ
の
大
枠
を
変
え
る
こ
と
な
し
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
上
述
の
方
針
は
受
け
い
れ
る
こ
と
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が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
を
、
か
れ
の
人
格
的
弱
さ
の
中
に
の
み
求
め
る
ノ
ー
ク

ス
と
オ
ー
ロ
ウ
の
主
張
は
、
全
く
支
持
で
き
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
四
月
＝
二
日
附
の
日
記
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
傾
倒
が
確
実
に
読
み
と
れ
る
と
い
う
点
で
、
か
な
り
決
定
的
な
日
附
で
は

あ
る
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
を
四
月
上
旬
～
七
月
末
と
主
張
す
る
ハ
イ
パ
ー
の
見
解
も
、
ハ
イ
パ
ー
と
は
別
箇
な

角
度
か
ら
み
て
、
意
味
の
あ
る
時
期
設
定
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
、
丁
度
、
六
月
～
八
月
頃
か
ら
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
グ
レ
ー
ゴ
ル
賎

シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
間
に
、
わ
だ
か
ま
り
の
発
生
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
、
か
れ
の
日
記
に
登
場
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
期
閥
に
、
な

に
か
新
し
い
事
態
が
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
新
し
い
事
態
と
は
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
日
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
関
係
悪
化
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議

後
の
両
者
の
関
係
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
六
年
二
月
二
一
日
開
催
の
第
三
回
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
に
お
い
て

は
、
労
働
共
同
団
の
活
動
を
強
化
し
、
社
会
主
義
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
三
月
五
日
に
は
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ヒ
ト
ラ
ー
と
の
約
束
に
も
と
づ
い
て
か
れ
の
綱
領
草
案
を
回
収
し
た
い
と
の
要
請
状
を
、
労
働
共
同
団
関
係
の
党
員
に
発
送
し
て
い
る
。
つ
い

で
五
月
二
二
日
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
党
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
党
規
約
が
制
定
さ
れ
た
時
、
そ
の
第
二
条
に
は
旧
来
の
二
五
力
条
綱
領
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

不
変
更
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
オ
ッ
ト
ー
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
、
い
ま
一
度
、
労
働
共
同
団
の
会
議
を
開
こ
う
と
し
た
形
跡
が
あ

殉
・
し
か
し
会
議
は
・
も
は
や
開
催
さ
れ
な
か
・
た
・
そ
れ
ど
こ
ろ
か
・
七
月
百
に
は
党
地
方
組
織
の
大
綱
が
制
定
さ
れ
・
個
あ
大
管
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
横
断
的
結
合
が
禁
止
さ
れ
る
が
、
こ
の
方
針
が
予
め
伝
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
同
日
附
で
労
働
共
同
団
そ
れ
自
身
が
解
散
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
だ
が
こ
れ
ら
の
事
態
を
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
日
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
関
係
悪
化
の
徴
候
と
み
な
し
た
り
、
ま
た
前
者
の
後
者
へ
の

一
方
的
な
屈
服
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
九
二
六
年
三
月
上
旬
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
が
自
動
車
事
故
で
重
傷
を
負
う
た
際
、
同
月
下
旬
に

は
ヒ
ト
ラ
ー
は
親
し
く
か
れ
を
見
舞
い
、
そ
の
時
、
再
度
の
訪
問
を
さ
え
約
束
し
て
い
る
。
そ
し
て
四
月
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
本
部
か
ら
エ
ッ

30 （690）
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サ
ー
が
退
き
・
九
月
に
は
シ
・
ト
ラ
・
サ
ー
が
全
国
宣
伝
委
ロ
餐
と
い
う
資
格
で
党
本
部
入
塾
果
し
て
い
編
こ
の
よ
う
な
経
過
を
み
る
な

ら
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
に
お
い
て
は
、
　
「
パ
イ
オ
ニ
ア
」
の
立
場
に
も
「
革
命
家
」
の
立
場
に
も
加
担
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

か
れ
は
双
方
の
党
員
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い
う
、
オ
ー
ロ
ウ
の
指
摘
は
当
を
得
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヒ
ト
ラ
ー
が
シ
ュ
ト
ラ
ッ

サ
！
を
全
国
宣
伝
委
員
長
に
任
命
し
た
こ
と
は
、
か
れ
が
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
思
想
を
危
険
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ

i
自
身
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
設
定
し
た
軌
道
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
に
異
存
が
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
自
己

の
絶
対
的
指
導
権
を
脅
や
か
さ
れ
ぬ
限
り
、
党
綱
領
の
解
釈
を
め
ぐ
る
多
義
性
を
容
認
す
る
つ
も
り
で
い
た
と
い
う
、
ニ
オ
マ
ル
ケ
イ
の
解
釈

は
的
は
ず
れ
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
後
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
も
グ
レ
ー
．
コ
ル
ー
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
指
導
下
で
活
躍
す
る
こ
と
に
は
、
や
ぶ
さ
か
で

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
両
者
の
閥
に
な
に
か
疎
隔
を
思
わ
せ
る
事
態
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
ル

ー
ル
大
管
区
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
、
当
地
の
指
導
者
間
に
生
じ
た
対
立
に
目
を
転
じ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
謄
北
部
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
両
大
管
区
を
統
合
し
て
ル
ー
ル
大
管
区
を
設
立
す
る
た
め
の
協
議
は
、
お
そ
く
と
も
一

九
二
五
年
一
二
月
中
旬
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
、
カ
ウ
フ
マ
ン
た
ち
と
協
力
し
て
、
こ

の
計
画
を
推
進
し
、
翌
年
三
月
六
～
七
日
エ
ヅ
セ
ン
に
ル
ー
ル
大
管
区
の
創
立
会
議
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
こ
の
大
管
区
は
、
合
議
制
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

指
導
体
制
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
、
カ
ウ
フ
マ
ン
、
ブ
フ
ェ
フ
ァ
ー
の
三
名
が
大
管
区
指
導
者
に
就
任
し
た
。
し
か
し
こ
の
大
管

区
の
運
営
は
、
そ
の
合
議
制
的
な
指
導
体
舗
の
た
め
に
、
か
え
っ
て
内
部
紛
争
の
激
化
を
招
く
に
い
た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
ル
ー
ル
大
管
区
に
は
「
煽
動
と
陰
謀
」
が
渦
巻
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
か
れ
に
「
煽
動
と
陰
謀
」
と
映
じ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
チ
ル
ク
ス
ヒ
ユ
　
ラ
ミ

は
、
こ
の
大
管
区
に
お
け
る
下
部
の
管
区
指
導
者
た
ち
が
カ
ウ
フ
マ
ン
と
共
謀
し
て
、
合
議
的
指
導
体
調
を
廃
止
し
、
一
人
制
の
大
管
区
指
導

者
の
就
任
を
策
動
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
こ
の
動
き
を
「
わ
た
く
し
に
は
、
ひ
ど
く
た
ま
ら
な
い
こ
と
だ
」
と
記
し
、

か
れ
自
身
が
大
管
区
指
導
者
の
候
補
と
し
て
話
題
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
模
様
を
「
悪
霊
が
わ
れ
わ
れ
の
大
管
区
を
歩
き
廻
っ
て
い
る
」
と
歎
い
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③

て
い
る
。
か
れ
は
、
こ
の
大
管
区
に
お
い
て
管
区
指
導
老
た
ち
を
も
ま
き
こ
ん
だ
大
管
区
指
導
老
同
士
の
反
目
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
自
ら
の

孤
立
を
感
じ
始
め
た
ら
し
い
。
か
れ
は
記
し
て
い
る
i
「
ヒ
ト
ラ
ー
が
ま
も
な
く
や
っ
て
く
る
筈
だ
。
わ
た
く
し
は
、
か
れ
に
一
切
を
話
す

　
　
　
　
　
　
㊨

べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
と
。
こ
の
よ
う
に
か
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
手
に
よ
る
解
決
に
期
待
し
始
め
る
。

　
ひ
き
つ
づ
い
て
か
れ
の
日
記
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
述
が
み
え
る
。
　
「
〔
大
管
区
指
導
者
の
決
定
は
一
引
用
者
〕
ま
だ
分
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
。
来
週
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
解
決
す
る
筈
だ
」
と
。
そ
し
て
か
れ
は
、
自
ら
の
今
後
の
進
路
と
し
て
、
㌔
ヘ
ル
リ
ン
大
管
区
に
、
そ
れ
と
も
党
の

総
書
記
と
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
赴
任
す
る
か
と
い
う
二
者
択
一
を
あ
げ
た
の
ち
、
　
「
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
、
わ
た
く
し
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
妥
協

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
た
と
推
測
し
て
い
る
」
と
の
べ
、
ま
た
そ
の
二
日
後
に
か
れ
は
、
　
「
こ
こ
の
組
織
は
、
わ
た
く
し
に
は
た
ま
ら
な
い
。
…
…
ヒ
ト
ラ
ー
が
わ

た
く
し
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
引
き
ぬ
い
て
く
れ
る
と
よ
い
の
だ
が
。
そ
の
時
に
は
、
一
切
の
く
だ
ら
ぬ
こ
と
か
ら
創
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

い
ま
や
万
事
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
決
定
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
期
待
を
か
け
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
一
九
二
六
年
六
月

一
四
～
二
一
日
に
か
け
て
ル
ー
ル
大
管
区
を
訪
問
す
る
。
そ
し
て
か
れ
の
滞
在
中
に
、
グ
レ
！
ゴ
ル
曄
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
！
を
も
ま
じ
え
て
、
当

地
の
指
導
者
間
に
協
議
が
も
た
れ
、
六
月
二
〇
日
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
裁
定
に
よ
っ
て
カ
ウ
フ
マ
ン
が
大
管
区
指
導
者
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
つ

㊥
た
。　

以
上
の
経
過
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ル
ー
ル
大
管
区
指
導
老
の
決
定
を
め
ぐ
る
内
紛
の
中
で
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ

ー
を
含
め
て
、
こ
の
大
管
区
関
係
の
旧
知
の
指
導
鋳
た
ち
に
疎
隔
と
嫌
悪
を
感
じ
、
今
後
の
進
路
を
ヒ
ト
ラ
ー
の
選
択
に
期
待
し
、
か
れ
へ
の

依
存
を
深
め
る
に
い
た
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
事
態
こ
そ
が
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
関
係
の
ひ
び

割
れ
の
端
緒
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
脈
絡
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
か
れ
の
臼
記
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
に
注
目
し
て
お
き

た
い
。
　
「
わ
た
く
し
の
ダ
マ
ス
ク
ス
が
、
運
動
の
内
部
で
語
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
屈
服
し
た
と
い
う
の

だ
。
こ
の
噂
さ
の
吹
聴
者
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
…
第
一
と
第
二
〔
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
i
兄
弟
を
指
す
と
思
わ
れ
る
－
引
用
者
〕
、
張
本
人
は
…
…
カ
ウ

　
　
　
⑧

フ
マ
ン
だ
」
。
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そ
れ
に
し
て
も
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
と
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
ー
と
の
関
係
悪
化
の
端
緒
に
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
で
の
対
立
が
介
在
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
一
九
二
六
年
七
月
中
旬
～
下
旬
に
か
け
て
、
再
び
ヒ
ト
ラ
ー
を
訪
問
し
た
時
、
そ
の
臼

記
に
、
　
「
ヒ
ト
ラ
ー
が
語
り
始
め
た
。
社
会
問
題
、
あ
の
時
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
陳
し
た
考
え
だ
。
だ
が
や
は
り
新
鮮
で
、
説
得
力
を
も
ち
、
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

切
な
例
で
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
こ
の
入
物
に
な
ら
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
べ
、
ま
た
「
わ
た
く
し
は
、
か
れ
に
す
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

か
り
結
び
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
い
ま
や
疑
惑
の
念
も
す
っ
か
り
消
え
さ
っ
た
」
と
記
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
ヒ
ト
ラ
ー
と

一
致
し
、
人
格
的
に
も
帰
依
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
だ
が
こ
の
こ
と
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
“
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
か
ら
離
反
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

で
は
な
い
。
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
前
の
時
期
に
お
い
て
は
、
両
者
の
主
張
は
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
た
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
本
稿
第
二
章
に

お
い
て
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
思
想
が
、
バ
ン
ベ
ル
ク
会
議
以
降
も
一
貫
し
て
い
る
の
を
確
認
し
て
お
い
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
両
者
の

関
係
悪
化
を
考
察
し
て
み
る
時
、
そ
れ
は
イ
デ
暗
紅
ギ
；
問
題
が
原
因
で
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
両
老
の
関
係
悪
化
の
端
緒
に
は
、

ル
ー
ル
大
管
区
の
指
導
権
を
め
ぐ
る
紛
糾
が
介
在
し
て
お
り
、
こ
れ
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
を
促
進
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
き
に
わ
れ
わ
れ
は
、
か
れ
の
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
の
時
期
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
一
九
二
六
年
四
月
上
旬
～
七
月
末
と
設
定
す
る
の
は
意

味
が
あ
る
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
れ
は
、
六
月
下
旬
に
決
着
が
つ
く
ル
ー
ル
大
管
区
の
運
営
上
の
紛
糾
と
、
そ
れ
に
絡
む
ゲ
ッ
ベ
ル

ス
の
孤
立
感
が
、
か
れ
を
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
を
含
む
旧
知
の
党
員
か
ら
疎
隔
さ
せ
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
傾
斜
を
深
め
さ
せ
た
と
い
う
経
過
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
移
行
と
い
う
概
念
に
は
、
限
定
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
は
、
バ
ン
ベ

ル
ク
会
議
前
に
お
い
て
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
傾
倒
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
れ
は
、
こ
の
会
議
の
席
上
に
お
け
る
一
時
的
な
動
揺
の
の
ち
に
、
再

び
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
熱
烈
な
傾
倒
へ
と
た
ち
帰
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
再
傾
倒
の
場
合
に
は
、
か
れ
の
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
；
か
ら
の
独
立
の
始
ま
り

を
随
伴
し
て
い
た
の
で
あ
る
と
。
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ゼ
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ゲッベルス像の修正（中村）
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．
臼
ロ
巳
ド
露
①
凸

⑳
⑰
凋
び
く
．
巳
．
臼
自
三
お
ト
。
①
．

⑱
認
び
く
．
H
b
Q
。
鰍
¢
包
H
り
純
③

⑳
凝
守
く
．
H
り
■
F
b
。
H
．
一
巳
鼠
ド
総
①
．

⑭
ゐ
轡
く
■
卜
。
α
．
》
唱
σ
Q
，
H
り
ト
。
O
．

㊥
）
日
細
び
く
．
悼
ω
舳
｝
帽
＝
お
ト
0
9

⑫
蒔
び
く
‘
叙
。
嗣
巳
沖
お
悼
①
．

㊥
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
望
掲
拙
稿
、
お
よ
び
同
「
グ
レ
ゴ
ー
ル
ー
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ

　
サ
ー
に
お
け
る
国
民
的
祉
会
主
義
」
『
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
一
八

　
号
・
一
九
七
五
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
四
章
　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
の
決
裂

　
こ
の
章
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
へ
の
任
命
の
動
機
、
な
ら
び
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ

ー
兄
弟
と
の
決
裂
の
原
因
．
時
期
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
ま
ず
ヒ
ト
ラ
ー
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
任
命
の
動
機
に
関
す
る
、
ケ
ル
の
主
張
か
ら
取
上
げ
て
み
よ
う
。
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ケ
ル
は
、
ゲ
　
3
5



ッ
ベ
ル
ス
任
命
の
理
由
の
一
つ
は
、
か
れ
の
強
い
親
労
働
藩
的
傾
向
が
コ
ム
ニ
ス
ト
勢
力
の
強
固
な
ベ
ル
リ
ン
に
は
適
切
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
際
、
ケ
ル
の
根
拠
と
す
る
史
料
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
党
組
織
が
労
働
者
の
獲
得
に
従
事
し
て
い
る
状
況
を
、
ミ
ュ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
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①

ヘ
ン
党
本
部
に
伝
え
る
報
告
の
み
で
あ
る
と
い
う
、
不
十
分
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
ケ
ル
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
赴
任

の
件
を
、
前
述
し
た
ル
ー
ル
大
管
区
に
お
け
る
大
管
区
指
導
者
決
定
を
め
ぐ
る
紛
糾
と
関
連
さ
せ
て
考
察
す
る
視
点
を
欠
い
て
い
る
。
ゲ
ッ
ベ

ル
ス
は
、
ル
ー
ル
大
管
区
の
紛
糾
が
頂
点
に
達
し
た
頃
の
日
記
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
党
員
は
「
わ
た
く
し
が
救
済
者
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
ゆ
く
こ

　
　
　
　
　
　
②

と
を
欲
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
も
か
れ
の
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
就
任
に
よ
せ
る
当
地
の
党
員
た
ち
の
希
望
は
、
グ
レ
ー
ゴ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

－
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
賛
成
を
も
得
て
、
一
九
二
六
年
六
月
は
じ
め
頃
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
も
と
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貢
・
ア
ー
　
　
　
④

　
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
に
お
い
て
は
、
　
一
九
二
六
年
三
月
に
突
撃
隊
が
結
成
さ
れ
て
以
来
、
大
管
区
指
導
者
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
と
突
撃
隊
長
ダ
リ
ェ
ゲ

と
の
間
に
、
運
動
の
方
向
を
め
ぐ
る
対
立
が
激
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
に
代
り
大
管
区
指
導
者
代
理
に
就
任
し
た

シ
ュ
ミ
ー
デ
ィ
ッ
ケ
も
、
当
地
の
紛
争
を
収
拾
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
こ
の
大
管
区
の
活
動
は
、
麻
痺
寸
前
の
状
態
に
陥
る
に
い
た

　
⑤つ

た
。
そ
し
て
こ
の
紛
糾
の
中
か
ら
、
正
式
の
大
管
区
指
導
者
の
任
命
問
題
が
激
し
く
争
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
党
員
の
間
に
は
、
ピ
ス
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
よ
る
決
闘
の
申
し
出
を
も
含
む
険
悪
な
事
態
が
か
も
し
だ
さ
れ
た
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ベ
ル
リ
ン
の
党
組
織
を
再
建
で
き
る
大
管
区
指
導
者
と

し
て
、
そ
の
赴
任
が
当
地
の
党
員
の
間
か
ら
、
強
く
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
い
た
。
こ
の
点
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ベ
ル
リ
ン
党
組
織
の
内
紛
が
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
大
管
区
指
導
者
任
命
へ
の
真
の
動
機
で
あ
っ
た
と
い
う
ブ
戸
ッ
シ
ャ
ー
ト
の
主
張
は
、
当
を
得

た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
は
じ
め
合
議
的
指
導
体
制
を
と
っ
て
発
足
し
た
ル
ー
ル
大
管
区
の
三
人
の
元
大
管
区
旛
導
者
の
う
ち
、
カ
ウ
フ
マ
ン
を
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
六
年
六
月
に
同
大
管
区
の
指
導
者
に
任
命
し
、
＝
月
に
は
ブ
フ
ェ
フ
ァ
ー
を
突
撃
隊
の
全
国
隊
長
に
任
命
し
た
。
そ
し
て
一
一
月
一
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
、
従
来
の
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
を
改
組
し
た
う
え
で
、
そ
の
指
導
者
に
最
後
の
一
人
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
故
、
ヒ

ト
ラ
ー
は
、
ル
ー
ル
大
管
区
に
生
じ
た
紛
争
を
、
最
終
的
に
は
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
に
お
い
て
解
決
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な



ゲッベルス像の修正（中村）

経
過
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
任
命
へ
の
動
機
を
、
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
i
兄
弟
の
活
動
に
打
撃
を
あ
た
え

る
た
め
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
か
、
こ
の
兄
弟
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
勢
に
備
え
る
た
め
（
ホ
ル
ン
）
と
説
明
す
る
よ
う
な
主
張
の
成
立
が
困
難
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
関
係
悪
化
の
時
期
に
つ
い
て
、
キ
ュ
ー
ン
ル
、
ニ
オ
マ
ル
ケ
イ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
ベ
ル

リ
ン
大
管
区
指
導
者
へ
の
就
任
以
後
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
こ
の
両
名
は
、
そ
の
根
拠
を
あ
げ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
こ
の
時
期
画
定
は
余
り

に
も
無
限
定
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
か
れ
の
ベ
ル
リ
ン
赴
任
直
後
、
ま
た
は
数
週
間
後
に
両
者
の
関
係
が
悪
化
し
た
と

は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
立
証
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
二
七
年
六
月
一
七
臼
、
ベ
ル
リ
ン
の
有
力
党
員
ホ
ル
ツ
が
ヒ
ト
ラ
ー
に
即
座
の
ベ
ル
リ
ン
来
訪
を
要
請
し
た
書
簡
に
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
一
節
が
み
え
る
一
「
貴
下
が
当
地
に
来
な
い
な
ら
ば
、
ベ
ル
リ
ン
の
運
動
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
よ
う
な
危
険
な
事

態
が
起
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
対
立
が
原
因
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
は
、
大
至
急
、
決
着
が

つ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。
つ
づ
け
て
ホ
ル
ツ
は
、
近
く
創
刊
予
定
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
発
行
の
新
聞
『
攻
撃
』
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
i
発
行

の
『
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
新
聞
』
切
Φ
忌
昌
興
》
暑
Φ
津
①
嵩
Φ
罫
彊
煮
の
円
滑
な
続
刊
を
危
う
く
す
る
と
の
憂
慮
を
あ
げ
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
事
態
解
決
に

の
り
だ
す
よ
う
譲
し
て
い
％
こ
の
ホ
ル
ッ
の
盤
閏
簡
か
ら
・
ベ
ル
リ
ン
の
党
を
崩
壊
寸
前
の
危
機
に
毛
追
い
こ
ん
だ
ゲ
・
ベ
ル
ス
↓
・

ト
ラ
ヅ
サ
ー
対
立
が
、
　
『
攻
撃
』
の
創
刊
問
題
と
絡
ん
で
い
た
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
だ
が
『
攻
撃
』
創
刊
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
立
の
詳
細
な
経
過
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
日
、
真
相
に
は
い
た
り
得
な
い
。
何
故
な
ら
、
双
方
の

当
事
者
で
あ
る
ナ
ッ
ト
ー
肌
シ
ュ
ト
ラ
ヅ
サ
ー
も
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
も
、
そ
の
回
想
録
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

⑪い
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
ベ
ル
リ
ン
の
党
機
関
紙
と
し
て
は
、
す
で
に
一
九
二
六
年
三
月
以
降
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
に
よ
っ
て
『
ベ
ル

リ
ン
労
働
者
新
聞
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
あ
え
て
『
攻
撃
』
の
刊
行
に
ふ
み
き
っ
た
の
は
、
ベ
ル

リ
ン
の
党
が
二
七
年
五
月
以
降
、
警
察
当
局
に
よ
り
活
動
禁
止
の
処
分
に
ふ
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
結
果
生
ず
る
党
活
動
の
衰
退
を
喰
い
と
め
る
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た
め
で
あ
っ
た
と
、
一
般
に
は
説
か
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
新
聞
の
初
代
編
輯
長
で
あ
っ
た
リ
ッ
ペ
ル
ト
も
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
『
攻
撃
』
刊
行

を
思
い
つ
い
た
の
は
・
党
活
動
禁
止
以
後
で
あ
・
た
と
回
想
し
て
い
恥
し
か
し
ゲ
・
ベ
ル
ス
身
は
・
党
活
動
禁
止
前
に
・
す
で
に
独
自
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

新
聞
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
た
と
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
イ
ト
ラ
ル

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
れ
は
、
一
九
二
七
年
六
月
一
五
日
前
に
は
、
独
自
な
新
聞
を
、
そ
れ
も
「
中
立
的
」
な
新
聞
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に

つ
き
ヒ
ト
ラ
ー
の
承
諾
を
取
り
つ
け
て
い
た
。
何
故
な
ら
グ
レ
ー
ゴ
ル
翻
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
が
六
月
一
五
日
附
の
書
簡
の
中
で
、
　
「
中
立
的
」

な
新
聞
と
し
て
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
新
聞
刊
行
を
認
め
る
と
い
う
ヒ
ト
ラ
ー
の
決
定
に
苦
情
を
申
し
た
て
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
か
れ
は
同

じ
書
簡
の
中
で
、
六
月
一
〇
日
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ベ
ル
リ
ン
の
有
力
党
員
の
会
議
で
、
か
れ
を
甚
だ
し
く
画
質
す
る
発
言
を
行
な
っ
た
と
の
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
の
件
に
つ
き
ヒ
ト
ラ
ー
の
手
に
よ
る
解
決
を
要
請
し
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
頃
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
オ
ッ
ト
ー
朋
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
関
係
も
決
裂
状
態
を
迎
え
て
い
た
。
こ
と
の
お
こ
り
は
、
シ
ェ
ト
ラ
ッ

サ
ー
系
統
の
新
聞
に
ル
ー
ル
大
管
区
の
党
員
コ
ッ
ホ
が
「
人
種
混
合
の
結
果
」
と
題
す
る
論
説
を
発
表
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、

こ
の
論
説
の
実
際
の
執
筆
者
を
オ
ッ
ト
ー
匹
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
推
測
し
、
し
か
も
そ
の
内
容
を
自
ら
の
人
格
へ
の
甚
だ
し
い
侮
辱
と
み
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
激
怒
し
た
。
な
る
ほ
ど
こ
の
一
件
は
、
一
九
二
七
年
四
月
末
、
コ
ッ
ホ
自
身
の
否
認
に
よ
り
、
一
時
、
解
決
へ
向
か
う
か
に
み
え
た
。
し
か

し
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
、
六
月
四
日
ベ
ル
リ
ン
の
党
員
シ
ュ
タ
イ
ン
テ
ル
か
ら
、
こ
の
件
に
つ
い
て
新
し
い
情
報
を
得
る
と
、
事
態
は
一
層
の
紛
糾

を
迎
え
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
シ
ュ
タ
イ
ン
テ
ル
に
よ
る
と
、
聞
題
の
論
説
は
、
大
管
区
指
導
者
と
し
て
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
権
威
を
掘
り

く
ず
す
た
め
に
、
二
人
の
ベ
ル
リ
ン
の
党
員
が
オ
ッ
ト
ー
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
了
承
の
も
と
に
執
筆
し
、
コ
ッ
ホ
の
箸
名
を
得
て
発
表
さ
れ

た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
こ
の
情
報
を
た
だ
ち
に
ヒ
ト
ラ
…
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
オ
ッ
ト
ー
側
の
党
員
に
よ
っ
て
、
ベ
ル

リ
ン
の
新
聞
に
ヒ
ト
ラ
ー
－
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
対
立
と
い
う
噂
さ
が
流
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
報
告
し
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
た
ち
の
策
謀
に
ヒ
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

1
が
強
い
態
度
を
取
る
よ
う
要
講
し
た
。

　
ひ
き
つ
づ
い
て
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
一
九
二
七
年
六
月
一
〇
B
、
ベ
ル
リ
ン
の
有
力
党
員
そ
の
他
一
五
名
を
集
め
て
会
議
を
開
い
た
。
し
か
し
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ゲッベルス像の修正（中村）

そ
の
模
様
は
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
に
漏
洩
す
る
に
い
た
り
、
か
れ
は
、
こ
の
会
議
の
内
容
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
党
本
部
に
伝
え
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
も
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
な
い
し
党
本
部
の
調
査
・
仲
裁
委
員
会
が
解
決
に
の
り
だ
す
よ
う
要
請
し
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
得
た
情
報
に
よ
る
と
、

当
日
の
会
議
で
は
、
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
が
、
コ
ヅ
ホ
論
説
は
、
か
れ
を
ベ
ル
リ
ン
か
ら
追
放
す
る
た
め
の
オ
ッ
ト
ー
の
策
謀
と
断
定
し
、
ま
た
そ
の

他
の
会
奮
席
老
た
ち
か
ら
・
シ
・
ト
ラ
・
サ
克
弟
の
日
常
の
行
動
に
激
し
い
非
難
が
浴
せ
ら
れ
た
と
い
褥
こ
れ
に
た
い
し
グ
レ
｝
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

－
シ
ェ
ト
ラ
ヅ
サ
ー
は
、
当
日
の
会
議
の
論
点
を
逐
一
、
否
認
す
る
文
章
を
起
草
し
て
反
論
す
る
に
い
た
り
、
か
れ
と
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
一
九
二
七
年
六
月
一
二
日
～
一
五
日
に
か
け
て
、
非
難
の
応
酬
の
書
簡
が
と
り
か
わ
さ
れ
、
事
態
は
険
悪
の
度
を
加
え
た
。

　
一
九
二
七
年
六
月
二
〇
日
～
二
一
臼
に
か
け
て
、
調
査
・
仲
裁
委
員
会
議
長
ハ
イ
ネ
マ
ン
、
ヘ
ス
の
同
席
の
も
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ゲ
ッ
ベ
ル

ス
間
に
会
談
が
も
た
れ
、
そ
の
席
上
、
O
ヒ
ト
ラ
ー
自
身
が
事
態
の
解
決
に
あ
た
る
、
＠
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
党
中
央
機
関
紙
上
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ゲ
ッ
ベ
ル
ス
対
立
の
噂
さ
を
否
定
す
る
、
⇔
『
攻
撃
』
の
刊
行
は
、
エ
…
ア
出
版
社
が
ひ
き
う
け
る
、
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
事
態
は
一

応
の
落
着
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

　
ラ
イ
マ
ン
は
、
こ
の
決
定
を
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
に
一
方
的
に
有
利
な
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
　
『
攻
撃
』
の
刊
行
を
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
党
出
版
社
工
ー
ア
が
ひ
き
う
け
る
こ
と
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
党
機
関
紙
『
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
新
聞
』
の
威
信
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
の
決
定
は
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
の
敗
北
を
意
味
し
、
ま
た
一
九
二
七
年
六
月
二
五
日
附
『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ャ
ー
・
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー
』
紙
上

で
、
ヒ
ト
ラ
ー
自
身
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
－
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
対
立
の
噂
さ
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
か
れ
に
よ
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
再
信
任
を
告
げ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
⑫

で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
だ
が
六
月
二
〇
日
～
二
一
日
の
決
定
を
、
ラ
イ
マ
ン
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
　
『
攻
撃
』
紙
は
、
実
際
に
は
攻

撃
出
版
社
と
い
う
独
自
な
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
に
エ
ー
ア
出
版
社
と
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
が
参
加
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
決

定
に
よ
っ
て
『
ベ
ル
リ
ン
労
働
者
新
聞
』
の
地
位
に
変
更
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
オ
ッ
ト
ー
－
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
や
コ

ッ
ホ
の
党
外
追
放
と
い
う
事
態
も
起
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
に
任
命
し
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た
動
機
に
つ
い
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
ホ
ル
ン
説
の
当
否
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
も
し
こ
の
両
名
の
主
張
が
正
し
け
れ
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
ゲ
ッ
ベ

ル
ス
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
対
立
を
好
機
と
し
て
、
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
に
思
い
切
っ
た
措
濁
を
取
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
措
置

は
、
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
一
九
二
入
年
一
月
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
グ
レ
ー
ゴ
ル
睦
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
を
全
国
組
織
局
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
う
要
職
に
任
命
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
や
は
り
か
れ
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
だ
が
一
九
二
七
年
六
月
二
〇
日
～
二
一
日
の
決
定
を
も
っ
て
し
て
も
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
と
シ
ェ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
の
関
係
は
、
も
と
に
復
さ

な
か
っ
た
。
七
月
四
臼
の
『
攻
撃
』
創
刊
以
来
、
ベ
ル
リ
ン
の
街
頭
で
は
、
両
派
の
新
聞
の
販
売
合
戦
が
実
力
に
よ
る
妨
害
を
も
ま
じ
え
な
が

ら
、
熾
烈
化
し
て
ゆ
く
。
両
者
の
関
係
は
、
こ
の
年
の
七
月
以
降
、
つ
い
に
決
裂
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
①
　
囚
①
5
息
・
ミ
ニ
や
ド
O
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
編
輯
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
日
記
の
巻
宋
に
は
、
ハ
イ
バ
…
蒐
集
の
史
料
が
附
録
と
し

　
②
　
認
び
く
」
9
冒
議
お
霧
圏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
を
霞
壁
b
審
．
と
略
記
す
る
。

　
③
図
私
財
。
。
。
げ
巳
巴
凶
。
冨
碧
○
。
。
ぴ
ぴ
¢
引
く
9
H
O
．
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内
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6
b
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ρ
切
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ω
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ω
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卜
。
＼
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0
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9
Φ
す
§
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徴
n
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昌
一
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σ
Q
ω
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評
ヨ
鴛
げ
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（
以
下
ω
黄
ω
窪
．
と
略
記
）
6
㊤
勲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞠
ミ
ミ
置
b
ミ
溝
蟻
さ
噛
薦
（
感
冒
。
げ
。
P
H
O
鍵
）
”
ω
」
。
。
“
を
み
よ
。

　
④
切
譜
h
O
昌
㊦
冨
σ
①
霞
■
国
画
β
詣
旨
ヨ
け
司
客
戸
b
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訂
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冒
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0
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H
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℃
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ミ
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く
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卜
。
し
O
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ω
幽
し
ぼ
α
‘
お
簿
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餐
ミ
遣
ミ
丸
a
O
”
b
ミ
》
§
軌
§
ミ
8
磯
ミ
帆
箋
題
富
母
堂
戚
ミ
さ
ミ
鷺
ミ
§
碇

　
⑤
男
㊦
ぎ
｝
6
置
置
琴
げ
9
＜
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ω
曇
霞
伴
δ
鵠
匂
し
d
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昌
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馨
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σ
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ド
㊤
N
9
葺
U
冨
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憶
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U
『
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マ
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巳
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緊
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嵩
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口
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U
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H
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冥
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⑬
さ
喩
嵩
ミ
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唱
切
ミ
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㍉
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嚇
ω
■
ド
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。
メ
リ
ー
ス
、
マ
ソ
ヴ
ェ
ル
、
フ
レ
ン
ケ
ル
、
ハ

　
　
訂
ω
q
q
■
魑
ざ
羅
錠
鉱
部
じ
ヴ
8
。
。
鑓
唇
蕊
ミ
馬
§
ミ
怨
職
龍
凝
㌣
§
譜
§
ミ
ミ
蜀
。
。
■
　
　
　
　
イ
バ
ー
、
ラ
イ
マ
ン
の
伝
記
は
、
こ
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
自
身
の
指
摘
に
つ
き
、
何
も

　
　
旨
σ
q
‘
お
0
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
評
を
加
え
て
は
い
な
い
。
ま
た
0
8
昌
い
鵠
巴
ρ
§
恥
O
愚
へ
き
㌧
喰
恥
題
蝋
§

　
⑥
累
p
。
藁
薦
σ
q
§
ヨ
い
p
σ
q
g
o
二
〇
7
け
α
舞
累
ω
b
’
〉
■
置
型
ω
℃
㊦
N
一
身
猷
謹
。
。
層
　
　
導
馬
目
ミ
噛
、
懸
隔
§
為
（
℃
巴
一
嵩
0
0
け
O
昌
璽
　
一
㊤
Φ
劇
）
嚇
趨
旨
。
・
汁
匿
切
霞
ヨ
簿
①
9
0
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魯
9
ぴ

　
　
切
諺
囚
ω
蒔
。
っ
。
ぎ
お
0
2
ω
。
げ
ヨ
δ
α
一
。
冨
舘
O
o
①
σ
σ
巴
。
。
く
b
。
。
■
O
採
」
㊤
ま
噛
　
　
　
§
ミ
ミ
馬
帖
§
ミ
の
§
ミ
睦
℃
臓
藁
薦
§
§
遣
錠
寂
ミ
翫
（
竃
圃
。
ぼ
σ
q
帥
p
お
3
）

　
　
3
一
鳥
；
一
〇
り
p
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
同
様
で
あ
る
。

　
⑦
切
δ
ω
鑓
昼
。
ゆ
9
け
二
ω
．
。
。
㊤
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
9
ω
霞
霧
ω
韓
霞
国
。
。
。
ω
＜
．
描
．
冒
三
ち
さ
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8
国
壁
b
罫
．
舅
μ
一
〇
「

　
⑧
寄
．
b
。
詠
二
翼
戸
嵩
O
p
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　⑯
肖
誉
7
剛
（
o
。
7
髭
O
。
・
σ
げ
⑦
一
ω
〈
■
ま
・
〉
鷲
＝
δ
駆
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8
§
画
’
冥
界
メ

　
⑨
蕊
く
’
卜
。
。
。
’
9
（
ρ
お
ト
。
①
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
Ω
。
㊦
嘗
。
『
き
躍
三
魯
ぐ
．
9
一
β
三
6
b
。
N
§
碁
客
μ
。
。
■

　
⑩
同
・
¢
9
9
ρ
コ
譲
置
上
く
．
ミ
．
甘
三
巳
b
。
メ
山
守
．
b
。
や
二
戸
蟄
ド
①
．
ハ
イ
バ
　
　
⑰
O
．
ω
茸
器
ω
自
塁
缶
。
G
。
ω
＜
」
。
。
■
画
図
鼠
δ
b
。
8
§
恥
こ
乏
『
．
H
b
。
．
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⑯
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．

お
　
わ
　
り
　
に

ゲッベルス燥の修正（中村）

　
以
上
の
記
述
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
の
成
立
・
継
承
・
修
正
の
過
程
を
考
察
し
、
つ
い
で
修
正
の
歩
み
の
中
で
生
じ

て
き
た
諸
見
解
の
対
立
に
批
判
と
検
討
を
加
え
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
像
の
真
相
に
迫
る
べ
く
努
力
し
て
き
た
。
だ
が
い
ま
一
つ
だ
け
解
明
す
べ
き
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス
と
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
i
兄
弟
と
の
関
係
が
、
何
故
、
コ
ヅ
ホ
論
説
の
発
表
と
『
攻
撃
』
創
刊
計
画

と
を
契
機
に
急
速
に
険
悪
化
し
た
の
か
、
と
い
う
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
対
立
の
奥
深
い
原
因
に
つ
い
て
は
、
ケ
ル
は
分
ら
な
い
と
の
べ
て
探
究
の
努
力
を
断
念
し
て
お
り
、
ハ
イ

パ
ー
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
な
に
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
ブ
ロ
ッ
シ
ャ
ー
ト
が
指
摘
し
た
両
者
の
活
動
様
式
の
相
違
に

注
目
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
か
れ
に
よ
る
と
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
…
側
、
と
く
に
オ
ッ
ト
ー
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
前
面
に
押
し
だ
し
て
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
テ
イ
ヴ
イ
ス
ム
ス

を
前
進
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
に
た
い
し
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
過
激
な
行
動
主
義
に
力
点
を
お
き
、
こ
れ
を
運
動
の
生
命
源
と
し
て
重
視
し
た
と

い
袖
こ
の
ブ
。
・
シ
・
i
ト
の
示
唆
を
ふ
ま
え
て
・
ゲ
・
ベ
ル
ス
の
ベ
ル
リ
ン
赴
任
後
に
お
け
る
両
派
の
活
動
嚢
を
・
綿
密
に
欝
し
て

み
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
ー
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
対
立
の
奥
深
い
原
因
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
①
　
囚
巴
o
o
噴
職
譜
や
目
O
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
切
δ
賃
鷲
戸
。
℃
．
o
鐸
O
Q
・
8
＼
り
一
巳

　
－
本
稿
は
、
昭
和
五
一
年
度
文
部
雀
科
掌
研
究
費
（
総
合
研
究
A
）
〔
研
究
代
表
者
・
同
志
社
大
学
文
学
部
大
下
尚
　
教
授
〕
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
・
奈
良
市
西

41 （70ユ）



Revision　der　Goebbels－lnterpretation

　　　　　　　　　　　　　　　von

　　　　　　　　　Mikio　Nakamura

　　Die　Manner　der　“Kampfgemeinschaft　der　revolutionaren　National－

sozialisten”　unter　der　FUhrung　Otto　Strassers，　der　wegen　des　Gegen－

satzes　zu　Hitler　im　Jahre　1930　aus　der　NSDAP　ausgetreten　“rar，　be－

haupteten　in　ihren　in　den　dreiBiger　und　vierziger　Jahren　erschienenen

Werken，　daB　Joseph　Goebbels　ein　prinzipienloser　Opportunist　und　Ver－

rater　der　linken　Strdmung　innerhalb　der　NSDAP　gewesen　sei．　Die

Forschungen　Uber　den　Nationalsozialismus，　von　den　drelBiger　bis　zu

den　fUnfziger　Jahren，　folgten　1〈ritiklos　dieser　Meinung．　Diese’lnteypre－

tatlon　ist　jedoch　durch　die　neueren　Forschungen　nach　dem　Jahre　1960

seharf　kritisiert　worden　und　man　hat　neuerdings　erkannt，　daB　Goebbels

der　ftihrende　Mann　einer　anderen　radil〈alen　Str6mung　war，　die　neben

den　BrUdern　Strasser　bestand，　die　bisher　als　die　Leite．r　der　ganzen

nationalsozialistischen　Linken　angesehen　wurden．

　　Die　groBe　Bedeutung　der　Tatigl〈eit　von　Goebbels　in　der　“　Kampfzeit　”

der　NSDAP　lst，　im　allgemeinen，　selner　Rolle　als　fahigem　Propagandisten

und　Redner　zugeschrieben　worden．　Man　muB　jedoch　vielmehr　seine

soziale　Funktlon　im　Aufstieg　der　nationalsozialistischen　Bewegung

beachten，　da　seine　radikale　und　arbeiterfreundliche　Orientierung　einen

beachtlichen　Beitrag　zur　Erweiterung　der　Massenbasis　der　NSDAP

geleistet　hat．　Die　vorliegende　Arbeit　ist　die　Vorbereitung　fUr　eine

Revision　der　Goebbels－lnterpretation．

Concerning　the　formation　of　the　Saito　Cabinet

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　Shiro　Yamamoto

　　After　the　so　called　“5．15　Affair”，　in　May　1932，　was　formed　the　Ma－

koto　Saito　national　Cabinet，．／which，　as　a　result，　brought　to　an　end　of

the　party　cabinet，　but　the　circumstances　of　the　formation　of　this　cabinet

do　Bot　seem　to　have　been　enough　studied．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（832）




